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那
覇
市
在
住
の
伊
禮
廣
行
さ
ん

（
68
歳
）
は
、
定
年
退
職
後
、
以
前

か
ら
興
味
の
あ
っ
た
水
彩
画
教
室

に
通
い
始
め
た
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
沖
縄
の
赤
瓦
屋

根
や
風
景
を
描
い
て
き
た
が
、
動

き
の
あ
る
も
の
を
描
き
た
く
な
り
、

今
回
の
作
品
を
手
掛
け
た
と
の
こ

と
。「
ハ
ー
レ
ー
は
、
漕
ぎ
手
の
筋

肉
や
波
の
飛
沫
に
よ
っ
て
動
き
を

表
現
し
や
す
い
題
材
で
、
魅
力
的

だ
っ
た
」
と
話
す
。

　
ま
た
伊
禮
さ
ん
は
、
多
く
の
趣

味
を
楽
し
ん
で
お
り
、
自
宅
の
庭

先
で
園
芸
や
孫
の
た
め
に
手
作
り

の
ブ
ラ
ン
コ
を
作
製
す
る
な
ど

ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
意
欲
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
自
転
車

競
技
で
あ
る
ツ
ー
ル
ド
沖
縄
に
も

出
場
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。

　
こ
の
よ
う
に
多
彩
に
趣
味
を
楽

し
む
様
子
が
今
回
の
作
品
か
ら
も

感
じ
ら
れ
、
い
く
つ
に
な
っ
て
も

好
き
な
こ
と
に
全
力
で
パ
ワ
ー
を

注
ぎ
、
日
々
躍
進
し
て
い
く
姿
に

元
気
を
い
た
だ
い
た
。

作成者  伊禮 廣行  さん
作品名：「ハーレー」
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「福祉情報おきなわ」の作成経費の一部として、共同募金配分金を活用しております。
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特集「チームリーダーキャリアアップ研修会」

沖縄県社会福祉協議会

平成30年度　事業計画・資金収支予算

沖縄県共同募金会

平成30年度　事業計画・資金収支予算

地域の人々 が明るいネットワークを

　　　　築き合う社会を目指して　他

かりゆし長寿大学校　入学式（報告）他

社会福祉法人の地域における公益的な取組

～相談対応職員研修会～（報告）他

第44回芸能の夕べ（報告）、人事異動

福祉機器展・講座の案内　他

介護支援専門員実務研修受講試験受験

資格の改定について

インフォメーション、寄付者芳名、

表紙の絵
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作品名：「ハーレー」（第9回沖縄ねんりんピックかりゆし美術展　洋画の部　銀賞）
作成者：伊禮 廣行さん（那覇市）
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御
寄
付
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
日
本
生
命
労
働
組
合
那
覇
支
部 

様

●
Ｎ
Ｔ
Ｔ
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縄
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テ
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テ
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・
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贈
者
芳
名

（
２
月
１
日
〜
３
月
31
日
）

　八重山民謡の大御所、山里勇吉
先生におかれましては、2月9日、
94歳にて永眠につかれました。
　山里先生は、八重山民謡の第一
人者として活躍する一方、60歳
からチャリティ協力をはじめ、沖
縄県社協 社会福祉活動資金づく
り「芸能チャリティ公演」をはじ
め33年間にわたって御尽力いた
だきました。公演の収益金は全額
福祉活動に御寄付いただき、金額
は累計6千8百万円余に上ります。
　こうした功績が称えられ、平成
17年には沖縄県功労者表彰（一
般篤行）を受章されました。
　ここに、生前の御厚意に心より
感謝申し上げるとともに、謹んで
哀悼の誠を捧げます。

　今
年
度
最
初
の
発
行
で
す
！

　新
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た

が
、焦
ら
ず
自
分
の
ペ
ー
ス
で

頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
　

※

本
会
の
寄
付
に
つ
い
て
は
税
制
上
の

優
遇
措
置
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
詳
し
く

は
県
社
協
総
務
企
画
部
ま
で

編
集
後
記

▲平成25年贈呈式にて
　写真中央・右から４番目が山里氏

― チャリティ協力に 33 年 ―

Vol.179

　八重山民謡の大御所、山里勇吉

― チャリティ協力に 33 年 ―

山里勇吉先生を
偲んで

▲日本生命労働組合那覇支部
　【写真左から２番目】
　日本生命労働組合那覇支部 委員長 市木 倫和 様
　【左から１番目】同組合 書記長 中西 智哉 様
　【右から２番目】本会 常務理事 嘉陽 孝治
　【右から１番目】本会 事務局長 高良 正樹

▲NTT西日本沖縄支店
　【写真左から２番目】
　NTT 西日本沖縄支店 支店長 畔上 修一 様
　【左から１番目】同支店 総務部長 外山 輝彦 様
　【右から２番目】本会 会長 湧川 昌秀
　【右から１番目】本会 常務理事 嘉陽 孝治

▲那覇情報システム専門学校
　【写真左から】
　那覇情報システム専門学校 教務部 教務課 平良 道治 様
　同校 ビジネスライセンス科1年 中林 克人 様
　同上 奥平 龍斗 様、同上 渡久地 豊 様
　【写真右】本会 事務局長 高良正樹

▲那覇法人会女性部会
　【写真前列左から3番目】
　公益社団法人那覇法人会女性部会 部会長 鈴木 啓子 様
　公益社団法人那覇法人会女性部会の皆様
　【写真前列右から１番目】本会 総務企画部長 上間直子

▲住友生命保険相互会社沖縄支社
　【写真左から２番目】
　住友生命保険相互会社沖縄支社 支社長 小林 実 様
　【左から１番目】同社 総合マーケット推進部長 藤原 義典 様
　【右から２番目】本会 会長 湧川 昌秀
　【右から１番目】本会 常務理事 嘉陽孝治

▲一般財団法人那覇市垣花奉頌会
　【写真左から1番目】
　一般財団法人那覇市垣花奉頌会 比嘉 眞光 様
　【右から２番目】本会 会長 湧川昌秀

▲20周年記念芸能チャリティ公演実行委員会様
【前列左から4人目】西原 徳一様（20周年記念芸能チャリティ公演実行委員会　会長）
【前列右から4人目】名幸 諄子（20周年記念芸能チャリティ公演実行委員会　副会長）
【後列右から3人目】湧川 昌秀（本会会長）
【後列左から1人目】嘉陽 孝治（本会常務理事）
【後列右から1人目】高良 正樹（本会事務局長）
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昨
今
、
少
子
高
齢
化
・
人
口

減
少
が
進
み
、
福
祉
・
介
護
ニ
ー

ズ
が
拡
大
・
多
様
化
す
る
中
、

福
祉
・
介
護
の
現
場
に
お
い
て

は
、
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
の
確

保
・
定
着
と
共
に
、
サ
ー
ビ
ス

の
質
を
担
保
し
て
い
く
取
り
組

み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
沖
縄
県
社

会
福
祉
協
議
会
（
以
下
：
県
社

協
）・
福
祉
人
材
研
修
セ
ン
タ
ー

が
県
内
の
福
祉
施
設
等
を
対
象

に
行
っ
た
「
平
成
28
年
度
　
社

会
福
祉
施
設
等
の
退
職
・
採
用

状
況
調
査
」
に
お
け
る
勤
続
年

数
別
退
職
状
況
で
は
、
勤
続
年

数
３
年
未
満
の
退
職
者
数
が
全

体
の
約
６
割
を
占
め
て
い
る
と

い
う
現
状
が
わ
か
っ
た
。

　
ま
た
、（
公
社
）
介
護
労
働

安
定
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
た
「
平

成
28
年
度
　
介
護
労
働
実
態
調

査
　
沖
縄
県
版
」
の
「
仕
事
を

や
め
た
理
由
」
で
は
、「
自
分

の
将
来
の
見
込
み
が
立
た
な

か
っ
た
た
め
」（
35･

０
％
）
や
、

「
他
に
良
い
仕
事
・
職
場
が
あ
っ

た
た
め
」（
30･

０
％
）
と
い
う

理
由
が
上
位
と
な
っ
て
お
り
、

各
法
人
・
施
設
等
に
は
職
員
が

将
来
の
目
標
を
描
き
な
が
ら
、

働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
魅

力
あ
る
職
場
づ
く
り
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

　
そ
の
よ
う
な
魅
力
あ
る
職
場

づ
く
り
を
推
進
す
る
取
り
組
み

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
職
員
の

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
構
築
が
注
目
さ

れ
て
い
る
。

　
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
と
は
、
あ
る

職
位
・
職
務
に
就
く
た
め
に
必

要
な
業
務
経
験
や
、
ど
の
程
度

の
習
熟
レ
ベ
ル
に
達
す
れ
ば
、

ど
う
い
う
ポ
ス
ト
に
就
け
る
か

な
ど
、「
法
人
・
施
設
等
に
お
け

る
職
員
の
キ
ャ
リ
ア
の
進
路
・

道
筋
」
を
明
確
化
し
た
人
材
育

成
制
度
で
あ
る
。

　
職
員
個
人
に
と
っ
て
は
、
長

期
的
な
職
業
人
生
で
自
身
が
ど

の
よ
う
に
成
長
し
て
い
き
た
い

か
と
い
っ
た
「
キ
ャ
リ
ア
の
進

路
・
道
筋
を
描
く
こ
と
（
キ
ャ

リ
ア
デ
ザ
イ
ン
）」
が
重
要
で

あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
キ
ャ
リ

ア
デ
ザ
イ
ン
が
職
場
の
キ
ャ
リ

ア
パ
ス
と
一
体
的
に
な
る
こ
と

で
、
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

向
上
へ
と
つ
な
が
る
重
要
な
人

材
育
成
施
策
で
あ
る
。

　
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
・
中

央
福
祉
学
院
で
は
、
人
材
の
確

保
・
定
着
・
育
成
の
カ
ギ
と
な

る
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
整
備
・
充

実
を
支
援
す
る
研
修
と
し
て

「
福
祉
職
員
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
対

応
生
涯
研
修
課
程
（
以
下
：
本

研
修
課
程
）
を
開
発
。

　
本
研
修
課
程
に
は
①
従
事
者

支
援
と
、②
法
人
・
施
設
等
支
援

の
大
き
く
２
つ
の
目
的
（
図
１

参
照
）
が
あ
る
。

　
ま
た
、
高
齢
・
障
害
・
保
育

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
共
通

し
て
求
め
ら
れ
る
ス
キ
ル
を
身

に
つ
け
る
基
礎
的
研
修
と
し
て
、

各
階
層
を
５
つ
の
区
分
（
初
任

者
・
中
堅
・
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
・

管
理
者
・
上
級
管
理
者
）
に
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
し
た
標
準
テ

キ
ス
ト
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。

　
特
徴
的
な
も
の
と
し
て
、
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
標
準
テ
キ
ス

ト
の
自
己
学
習
と
面
接
授
業
で

構
成
さ
れ
る
。（
図
２
参
照
）

　
こ
の
一
連
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
よ
り
、
受
講
者
が
主
体
的

に
「
学
ぶ
」「
気
づ
く
」
そ
し

て
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
シ
ー
ト

を
「
描
く
」
こ
と
で
、
描
い
た

職
員
像
を
目
指
し
、「
変
わ
る
」

（
実
践
し
て
い
く
）
こ
と
を
支

援
し
て
い
く
内
容
と
な
っ
て
い

る
。
描
い
た
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ

ン
シ
ー
ト
を
所
属
す
る
各
法

人
・
施
設
等
へ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
材
育

成
計
画
・
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
活
か
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

　
本
研
修
課
程
は
、
全
国
38
ヶ

所
の
都
道
府
県
・
政
令
指
定
都

市
で
実
施
が
広
ま
り
、
こ
れ
ま

で
に
延
べ
約
１
７
，
０
０
０
人

が
受
講
し
て
い
る
。

　
本
県
で
は
、
平
成
30
年
度
か

ら
本
研
修
課
程
の
一
部
を
導
入

し
、「
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
研
修
会
」
の
開
催

を
予
定
し
て
お
り
、
各
法
人
・

施
設
等
に
お
い
て
は
、
職
員
の

資
質
向
上
及
び
人
材
育
成
体
制

の
構
築
に
活
か
す
機
会
と
し
て
、

積
極
的
に
活
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

　
県
社
協
・
福
祉
人
材
研
修
セ

ン
タ
ー
で
は
、福
祉
・
介
護
職
員

や
行
政
職
員
、民
生
委
員
・
児
童

委
員
等
を
対
象
に
、
専
門
知
識
・

技
術
の
向
上
の
た
め
に
必
要
な

各
種
研
修
会
を
実
施
し
て
い
る
。

　
本
研
修
課
程
の「
チ
ー
ム
リ
ー

ダ
ー
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研
修
会
」

の
開
催
に
加
え
、
各
法
人
・
施

設
等
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
パ
ス

構
築
の
推
進
に
つ
い
て
も
支
援

す
べ
く
、「『
沖
縄
県
の
福
祉
・
介

護
分
野
に
お
け
る
人
材
育
成
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
（
以
下
：
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
）』
活
用
セ
ミ
ナ
ー
」

の
開
催
も
予
定
し
て
い
る
。

　
ま
た
「
福
祉
施
設
・
事
業
所

の
人
材
育
成
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開

催
し
、
人
材
育
成
の
基
本
的
視

点
や
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
構
築
の
重

要
性
、
本
研
修
課
程
及
び
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
目
的
や
内
容
に
関

す
る
講
義
等
を
行
う
。

　
こ
れ
ら
の
研
修
会
等
の
開
催

を
通
し
、
県
内
の
福
祉
・
介
護

等
従
事
者
が
「
こ
ん
な
職
員
を

目
指
し
た
い
！
」
と
い
っ
た

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
を
描
く
た

め
の
支
援
や
「
こ
こ
で
ず
っ
と

働
き
た
い
」
と
思
え
る
各
法
人
・

施
設
等
づ
く
り
の
推
進
支
援
を

行
っ
て
い
く
。

チームリーダーキャリアアップ研修会
福祉・介護分野で活躍するみなさん！
キャリアデザイン、描いてみませんか。
チームリーダーキャリアアップ研修会

【詳しい内容やお問合せ先】

・自身の経験
・新しい知識、情報
・新しい経験

・強み（強化点）
・弱み（改善点）

・目標
・行動指針

・行動変容
・実践

福祉施設・事業所の人材育成セミナー

チームリーダーキャリアアップ研修会
～福祉職員キャリアパス対応生涯研修課程～

「『沖縄県の福祉・介護分野における
人材育成ガイドライン』活用セミナー」

①　福祉・介護職員が自らのキャリアアップの
道筋（キャリアデザイン）を描き、各施設・
事業所のキャリアパスの段階に応じて共通に
求められる能力の段階的・体系的な習得を支
援する。

②　各施設・事業所の主体的なキャリアパスの
整備や職員育成施策の確立・実施を支援する。

本研修課程の２つの目的 図１
期　日：平成 30 年 10 月 2日（火）～ 3日（水）
場　所：沖縄県総合福祉センター
対　象：近い将来チームリーダー等の役割を

担うことが想定される中堅職員、現
に主任・係長等についている職員

受講料：本会会員 10,000 円 /１名
　　　　本会非会員 15,000 円 /１名
※開催案内は７月頃に各福祉施設・事業所へ
通知及び本会ホームページに掲載予定です。

期　日：平成 30 年 7月 11 日（水）
場　所：沖縄県総合福祉センター　ゆいほーる
対　象：県内の各福祉施設・事業所の経営者や管理者等
受講料：無料
※開催案内は６月頃に各福祉施設・事業所へ通知及び
本会ホームページに掲載予定です。

テキストの章立て

１章　キャリアデザインと
　　　セルフマネジメント
２章　福祉サービスの　　
　　　　基本理念と倫理
３章　メンバーシップ・
            リーダーシップ
４章　チームリーダーとし

ての能力開発
５章　業務課題の解決と
             　　　　実践研究
６章　リスクマネジメント
７章　チームアプローチと
　　多職種連携・地域協働
８章　組織運営管理

※期日等詳細につきましては、決まり次第各福祉施設・
事業所へ通知及び本会ホームページに掲載いたします。

★福祉職員キャリアパス対
応生涯研修課程について
★沖縄県の福祉・介護分野
における人材育成ガイド
ラインが目指すものや目
的・内容等について

★人材育成の基本的視点や
キャリアパス構築の重要
性について

キャリアパスの段階（各階層）ごとに

学ぶ 気づく 描く 変わる
自己学習＆面接授業（研修会）で

本研修課程のプログラム構成

キャリアデザインシートで

福
祉
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介
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★沖縄県社会福祉協議会・福祉人材研修センター
★TEL：098-882-5703  FAX：098-887-1071
　　　　　　　　　まで、お気軽にどうぞ

～ 福 祉 職 員 キ ャ リ ア パ ス 対 応 生 涯 研 修 課 程 ～
開催します！

特 集

　
ま
た
、
そ
の
他
階
層
に
つ
い

て
も
平
成
31
年
度
か
ら
の
開
催

を
予
定
し
て
お
り
、
本
研
修
課

程
の
体
系
化
を
図
っ
て
い
く
。
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昨
今
、
少
子
高
齢
化
・
人
口

減
少
が
進
み
、
福
祉
・
介
護
ニ
ー

ズ
が
拡
大
・
多
様
化
す
る
中
、

福
祉
・
介
護
の
現
場
に
お
い
て

は
、
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
の
確

保
・
定
着
と
共
に
、
サ
ー
ビ
ス

の
質
を
担
保
し
て
い
く
取
り
組

み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
沖
縄
県
社

会
福
祉
協
議
会
（
以
下
：
県
社

協
）・
福
祉
人
材
研
修
セ
ン
タ
ー

が
県
内
の
福
祉
施
設
等
を
対
象

に
行
っ
た
「
平
成
28
年
度
　
社

会
福
祉
施
設
等
の
退
職
・
採
用

状
況
調
査
」
に
お
け
る
勤
続
年

数
別
退
職
状
況
で
は
、
勤
続
年

数
３
年
未
満
の
退
職
者
数
が
全

体
の
約
６
割
を
占
め
て
い
る
と

い
う
現
状
が
わ
か
っ
た
。

　
ま
た
、（
公
社
）
介
護
労
働

安
定
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
た
「
平

成
28
年
度
　
介
護
労
働
実
態
調

査
　
沖
縄
県
版
」
の
「
仕
事
を

や
め
た
理
由
」
で
は
、「
自
分

の
将
来
の
見
込
み
が
立
た
な

か
っ
た
た
め
」（
35･

０
％
）
や
、

「
他
に
良
い
仕
事
・
職
場
が
あ
っ

た
た
め
」（
30･

０
％
）
と
い
う

理
由
が
上
位
と
な
っ
て
お
り
、

各
法
人
・
施
設
等
に
は
職
員
が

将
来
の
目
標
を
描
き
な
が
ら
、

働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
魅

力
あ
る
職
場
づ
く
り
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

　
そ
の
よ
う
な
魅
力
あ
る
職
場

づ
く
り
を
推
進
す
る
取
り
組
み

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
職
員
の

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
構
築
が
注
目
さ

れ
て
い
る
。

　
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
と
は
、
あ
る

職
位
・
職
務
に
就
く
た
め
に
必

要
な
業
務
経
験
や
、
ど
の
程
度

の
習
熟
レ
ベ
ル
に
達
す
れ
ば
、

ど
う
い
う
ポ
ス
ト
に
就
け
る
か

な
ど
、「
法
人
・
施
設
等
に
お
け

る
職
員
の
キ
ャ
リ
ア
の
進
路
・

道
筋
」
を
明
確
化
し
た
人
材
育

成
制
度
で
あ
る
。

　
職
員
個
人
に
と
っ
て
は
、
長

期
的
な
職
業
人
生
で
自
身
が
ど

の
よ
う
に
成
長
し
て
い
き
た
い

か
と
い
っ
た
「
キ
ャ
リ
ア
の
進

路
・
道
筋
を
描
く
こ
と
（
キ
ャ

リ
ア
デ
ザ
イ
ン
）」
が
重
要
で

あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
キ
ャ
リ

ア
デ
ザ
イ
ン
が
職
場
の
キ
ャ
リ

ア
パ
ス
と
一
体
的
に
な
る
こ
と

で
、
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

向
上
へ
と
つ
な
が
る
重
要
な
人

材
育
成
施
策
で
あ
る
。

　
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
・
中

央
福
祉
学
院
で
は
、
人
材
の
確

保
・
定
着
・
育
成
の
カ
ギ
と
な

る
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
整
備
・
充

実
を
支
援
す
る
研
修
と
し
て

「
福
祉
職
員
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
対

応
生
涯
研
修
課
程
（
以
下
：
本

研
修
課
程
）
を
開
発
。

　
本
研
修
課
程
に
は
①
従
事
者

支
援
と
、②
法
人
・
施
設
等
支
援

の
大
き
く
２
つ
の
目
的
（
図
１

参
照
）
が
あ
る
。

　
ま
た
、
高
齢
・
障
害
・
保
育

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
共
通

し
て
求
め
ら
れ
る
ス
キ
ル
を
身

に
つ
け
る
基
礎
的
研
修
と
し
て
、

各
階
層
を
５
つ
の
区
分
（
初
任

者
・
中
堅
・
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
・

管
理
者
・
上
級
管
理
者
）
に
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
し
た
標
準
テ

キ
ス
ト
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。

　
特
徴
的
な
も
の
と
し
て
、
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
標
準
テ
キ
ス

ト
の
自
己
学
習
と
面
接
授
業
で

構
成
さ
れ
る
。（
図
２
参
照
）

　
こ
の
一
連
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
よ
り
、
受
講
者
が
主
体
的

に
「
学
ぶ
」「
気
づ
く
」
そ
し

て
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
シ
ー
ト

を
「
描
く
」
こ
と
で
、
描
い
た

職
員
像
を
目
指
し
、「
変
わ
る
」

（
実
践
し
て
い
く
）
こ
と
を
支

援
し
て
い
く
内
容
と
な
っ
て
い

る
。
描
い
た
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ

ン
シ
ー
ト
を
所
属
す
る
各
法

人
・
施
設
等
へ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
材
育

成
計
画
・
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
活
か
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

　
本
研
修
課
程
は
、
全
国
38
ヶ

所
の
都
道
府
県
・
政
令
指
定
都

市
で
実
施
が
広
ま
り
、
こ
れ
ま

で
に
延
べ
約
１
７
，
０
０
０
人

が
受
講
し
て
い
る
。

　
本
県
で
は
、
平
成
30
年
度
か

ら
本
研
修
課
程
の
一
部
を
導
入

し
、「
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
研
修
会
」
の
開
催

を
予
定
し
て
お
り
、
各
法
人
・

施
設
等
に
お
い
て
は
、
職
員
の

資
質
向
上
及
び
人
材
育
成
体
制

の
構
築
に
活
か
す
機
会
と
し
て
、

積
極
的
に
活
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

　
県
社
協
・
福
祉
人
材
研
修
セ

ン
タ
ー
で
は
、福
祉
・
介
護
職
員

や
行
政
職
員
、民
生
委
員
・
児
童

委
員
等
を
対
象
に
、
専
門
知
識
・

技
術
の
向
上
の
た
め
に
必
要
な

各
種
研
修
会
を
実
施
し
て
い
る
。

　
本
研
修
課
程
の「
チ
ー
ム
リ
ー

ダ
ー
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研
修
会
」

の
開
催
に
加
え
、
各
法
人
・
施

設
等
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
パ
ス

構
築
の
推
進
に
つ
い
て
も
支
援

す
べ
く
、「『
沖
縄
県
の
福
祉
・
介

護
分
野
に
お
け
る
人
材
育
成
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
（
以
下
：
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
）』
活
用
セ
ミ
ナ
ー
」

の
開
催
も
予
定
し
て
い
る
。

　
ま
た
「
福
祉
施
設
・
事
業
所

の
人
材
育
成
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開

催
し
、
人
材
育
成
の
基
本
的
視

点
や
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
構
築
の
重

要
性
、
本
研
修
課
程
及
び
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
目
的
や
内
容
に
関

す
る
講
義
等
を
行
う
。

　
こ
れ
ら
の
研
修
会
等
の
開
催

を
通
し
、
県
内
の
福
祉
・
介
護

等
従
事
者
が
「
こ
ん
な
職
員
を

目
指
し
た
い
！
」
と
い
っ
た

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
を
描
く
た

め
の
支
援
や
「
こ
こ
で
ず
っ
と

働
き
た
い
」
と
思
え
る
各
法
人
・

施
設
等
づ
く
り
の
推
進
支
援
を

行
っ
て
い
く
。
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キャリアデザイン、描いてみませんか。
チームリーダーキャリアアップ研修会

【詳しい内容やお問合せ先】

・自身の経験
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求められる能力の段階的・体系的な習得を支
援する。

②　各施設・事業所の主体的なキャリアパスの
整備や職員育成施策の確立・実施を支援する。

本研修課程の２つの目的 図１
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場　所：沖縄県総合福祉センター
対　象：近い将来チームリーダー等の役割を

担うことが想定される中堅職員、現
に主任・係長等についている職員

受講料：本会会員 10,000 円 /１名
　　　　本会非会員 15,000 円 /１名
※開催案内は７月頃に各福祉施設・事業所へ
通知及び本会ホームページに掲載予定です。

期　日：平成 30 年 7月 11 日（水）
場　所：沖縄県総合福祉センター　ゆいほーる
対　象：県内の各福祉施設・事業所の経営者や管理者等
受講料：無料
※開催案内は６月頃に各福祉施設・事業所へ通知及び
本会ホームページに掲載予定です。
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事業所へ通知及び本会ホームページに掲載いたします。
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▲県民福祉講演会

基本方針
　本会では、第4次地域福祉活動総合計画における「支え合い、安心して暮らせる地域社会を目指して」の基本
理念のもと、市町村社協や福祉施設・団体、民生委員児童委員・ボランティア・ＮＰＯ等との連携・協働をより
一層強化する。特に、昨年スタートした「THANKS（サンクス）運動～地域の人々が明るいネットワークを築き
支え合う社会の実現～」について、推進団体と連携を深めながら広報啓発活動を強化し、県民運動の推進を図る。
さらに、福祉人材の確保・養成・定着に向けた取り組みや社会福祉法人の地域における公益的な活動の推進、権
利擁護体制の整備など更なる地域福祉の発展を目指して、以下の事業を重点に取り組むこととする。

（１）地域福祉を担う市町村社協活動強化への支援　
〇THANKS(サンクス)運動で取り組む大きな柱となる、小地域福祉活動の普及促進やコミュニティソーシャル
ワーカーの人材配置の推進を図るほか、地域福祉活動計画策定の推進や市町村社協の組織強化支援を実施し、
地域福祉を担う市町村社協活動強化を目指す。

（２）「THANKS（サンクス）運動～地域の人々が明るいネットワークを築き支え合う社会の実現～」の展開
〇地域おける支え合い活動の推進を図るため「THANKS(サンクス)運動～地域の人々が明るいネットワークを築
き支えあう社会の実現～」の全県的運動を展開するほか、社会的孤立対策モデル事業の推進支援を図る。

（３）ボランティア・市民活動の充実強化
○市町村社協ボランティアセンターへの支援、ボランティア・ＮＰＯ活動の普及啓発や活動基盤強化、福祉教育・
ボランティア学習を推進し、ボランティア・市民活動の充実強化を図る。

（４）民生委員児童委員活動の強化・支援
〇県民児協と連携のもと、民生委員児童委員の資質向上を図る。ま
た、本県での「第87回全国民生委員児童委員大会」を開催契機
とし民生委員児童委員活動を推進する。

（５）災害時における危機管理体制の強化
〇県社協及び市町村社協が災害時の支援活動を迅速・的確に行うた
めの体制強化を図り、災害が発生した場合は、「沖縄県地域防災
計画」「県内社協災害時相互応援協定」「県社協災害救援マニュア
ル」等に基づき災害時における支援活動を行う。

（２）福祉サービス利用援助事業（日常生活自立支援事業）の推進
〇障害等により判断能力が不十分な人々の地域での自立生活を支援する福祉サービス利用援助事業を各基幹的社
協と協働・推進するとともに、各市町村社協と連携し、権利擁護体制の強化を図る。
〇法人後見人の取り組みについて情報提供・助言を行い、社協の機能を活かした権利擁護体制を強化する。また、
「成年後見制度の利用の促進に関する法律」に基づき、市町村における権利擁護の推進体制の整備を図る。
（３）運営適正化委員会の機能強化
〇福祉事業所等に対し、「苦情解決セミナー」や巡回訪問等により
助言・情報提供を行い、苦情解決体制の整備を目指す。また、福
祉サービス利用援助事業の適正な運営の確保に努める。

（４）福祉サービスを必要とする矯正施設退所者への支援
〇高齢または障害によって福祉サービス等の支援が必要な矯正施設
退所者に対し円滑な社会復帰を図る。また、矯正施設退所者に対
する理解と受け入れ事業所の拡大を図る。

（１）生活困窮者等の自立に向けた支援
〇市町村社協の相談支援機能の強化と生活困窮者自立支援機関との連携強化を図り、生活困窮者への自立支援を
推進する。
〇関係機関等と連携し「生活福祉資金貸付事業」「児童養護施設退所者等に対する自立支援資金貸付事業」を効
果的に実施し、生活困窮者等の自立に向けた継続的支援の強化を図る。

（１）施設提供サービスの質の向上
〇良質で安定的な福祉サービスの提供を目指すため、専門的な各種研修会等の推進を図る。各種別協議会を中心
に社会福祉法人・施設が抱える課題解決に向けた取り組みを推進する。また、「九社連老施協施設長会」及び「九
社連老施協養護部会セミナー」を本県にて開催し、九州の関係者と研究討議を行う。

（２）社会福祉法人への支援
〇迅速な情報提供やセミナー等を開催し、法人経営の安定化と経営強化を図るとともに社会福祉法人のガバナン
ス強化や事業運営の透明性の向上を図る。
〇社会福祉法人の公益的な取り組みについて、地域住民の福祉・生活課題へ対応するため法人相互の連携・協働
を強化する。

（３）福祉人材の養成・確保・定着等の推進
〇福祉人材の養成・確保・定着等を推進するため、学生や学校教諭等に対する広報啓発の強化を図り、福祉に関
する理解の促進を図る。また、保育士や介護福祉士に関する資格取得のための修学資金の貸付を実施し、資格
取得支援を行う。
〇無料職業紹介事業等を通じた福祉人材の確保や福祉従業者の体系
的な養成研修の実施を図るとともに、段階的なスキル・キャリア
アップに対応した研修体系の整備を進める。

（４）介護技術等の普及による介護意識の醸成
〇一般県民や及び家族介護者を対象に「はじめての介護講座」や「介
護の日」講演会等を行い、介護知識・技術の普及啓発を図る。
〇常設展示会を活用した福祉用具展示場見学・相談会や「第8回福
祉機器展」等を開催し、県民の福祉用具に関する知識を広め、在
宅介護の支援を努める。

（１）高齢者の生きがいと健康づくりの推進
〇アクティブシニア（意欲的に活動する高齢者）の社会参加の促進
や生きがいづくりと健康づくりを推進する。
〇「沖縄県かりゆし長寿大学校」の運営やシニア活動実践セミナー
を開催し、地域活動の担い手となるアクティブシニアを養成する。

（２）高齢者の就労支援
〇高齢者職業紹介事業による就労斡旋を行うとともに、ハローワー
クやシルバー人材センター等の就労支援機関・団体との連携を強
化し、高齢者の就労支援に取り組む。

▲「はじめての介護講座」の様子

▲長寿大学校「始めよう介護予防」での講義の様子

▲苦情解決セミナーの様子

（１）地域福祉を担う市町村社協活動強化への支援　

地域福祉の推進及び福祉文化の形成1

地域自立生活を支える福祉基盤づくり2

（１）施設提供サービスの質の向上

福祉サービスの質の向上3

（１）高齢者の生きがいと健康づくりの推進

明るい長寿社会づくり4

１　地域福祉の推進及び福祉文化の形成
２　地域自立生活支える福祉基盤づくり
３　福祉サービスの質の向上

４　明るい長寿社会づくり
５　企画広報・助成・提言活動の推進
６　組織体制・財政基盤の強化

平成30年度　事業項目

事業計画は本会
ホームページでも
ご覧いただけます。

平成30年度
沖縄県社会福祉協議会

事 業 計 画
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▲県民福祉講演会

基本方針
　本会では、第4次地域福祉活動総合計画における「支え合い、安心して暮らせる地域社会を目指して」の基本
理念のもと、市町村社協や福祉施設・団体、民生委員児童委員・ボランティア・ＮＰＯ等との連携・協働をより
一層強化する。特に、昨年スタートした「THANKS（サンクス）運動～地域の人々が明るいネットワークを築き
支え合う社会の実現～」について、推進団体と連携を深めながら広報啓発活動を強化し、県民運動の推進を図る。
さらに、福祉人材の確保・養成・定着に向けた取り組みや社会福祉法人の地域における公益的な活動の推進、権
利擁護体制の整備など更なる地域福祉の発展を目指して、以下の事業を重点に取り組むこととする。

（１）地域福祉を担う市町村社協活動強化への支援　
〇THANKS(サンクス)運動で取り組む大きな柱となる、小地域福祉活動の普及促進やコミュニティソーシャル
ワーカーの人材配置の推進を図るほか、地域福祉活動計画策定の推進や市町村社協の組織強化支援を実施し、
地域福祉を担う市町村社協活動強化を目指す。

（２）「THANKS（サンクス）運動～地域の人々が明るいネットワークを築き支え合う社会の実現～」の展開
〇地域おける支え合い活動の推進を図るため「THANKS(サンクス)運動～地域の人々が明るいネットワークを築
き支えあう社会の実現～」の全県的運動を展開するほか、社会的孤立対策モデル事業の推進支援を図る。

（３）ボランティア・市民活動の充実強化
○市町村社協ボランティアセンターへの支援、ボランティア・ＮＰＯ活動の普及啓発や活動基盤強化、福祉教育・
ボランティア学習を推進し、ボランティア・市民活動の充実強化を図る。

（４）民生委員児童委員活動の強化・支援
〇県民児協と連携のもと、民生委員児童委員の資質向上を図る。ま
た、本県での「第87回全国民生委員児童委員大会」を開催契機
とし民生委員児童委員活動を推進する。

（５）災害時における危機管理体制の強化
〇県社協及び市町村社協が災害時の支援活動を迅速・的確に行うた
めの体制強化を図り、災害が発生した場合は、「沖縄県地域防災
計画」「県内社協災害時相互応援協定」「県社協災害救援マニュア
ル」等に基づき災害時における支援活動を行う。

（２）福祉サービス利用援助事業（日常生活自立支援事業）の推進
〇障害等により判断能力が不十分な人々の地域での自立生活を支援する福祉サービス利用援助事業を各基幹的社
協と協働・推進するとともに、各市町村社協と連携し、権利擁護体制の強化を図る。
〇法人後見人の取り組みについて情報提供・助言を行い、社協の機能を活かした権利擁護体制を強化する。また、
「成年後見制度の利用の促進に関する法律」に基づき、市町村における権利擁護の推進体制の整備を図る。
（３）運営適正化委員会の機能強化
〇福祉事業所等に対し、「苦情解決セミナー」や巡回訪問等により
助言・情報提供を行い、苦情解決体制の整備を目指す。また、福
祉サービス利用援助事業の適正な運営の確保に努める。

（４）福祉サービスを必要とする矯正施設退所者への支援
〇高齢または障害によって福祉サービス等の支援が必要な矯正施設
退所者に対し円滑な社会復帰を図る。また、矯正施設退所者に対
する理解と受け入れ事業所の拡大を図る。

（１）生活困窮者等の自立に向けた支援
〇市町村社協の相談支援機能の強化と生活困窮者自立支援機関との連携強化を図り、生活困窮者への自立支援を
推進する。
〇関係機関等と連携し「生活福祉資金貸付事業」「児童養護施設退所者等に対する自立支援資金貸付事業」を効
果的に実施し、生活困窮者等の自立に向けた継続的支援の強化を図る。

（１）施設提供サービスの質の向上
〇良質で安定的な福祉サービスの提供を目指すため、専門的な各種研修会等の推進を図る。各種別協議会を中心
に社会福祉法人・施設が抱える課題解決に向けた取り組みを推進する。また、「九社連老施協施設長会」及び「九
社連老施協養護部会セミナー」を本県にて開催し、九州の関係者と研究討議を行う。

（２）社会福祉法人への支援
〇迅速な情報提供やセミナー等を開催し、法人経営の安定化と経営強化を図るとともに社会福祉法人のガバナン
ス強化や事業運営の透明性の向上を図る。
〇社会福祉法人の公益的な取り組みについて、地域住民の福祉・生活課題へ対応するため法人相互の連携・協働
を強化する。

（３）福祉人材の養成・確保・定着等の推進
〇福祉人材の養成・確保・定着等を推進するため、学生や学校教諭等に対する広報啓発の強化を図り、福祉に関
する理解の促進を図る。また、保育士や介護福祉士に関する資格取得のための修学資金の貸付を実施し、資格
取得支援を行う。
〇無料職業紹介事業等を通じた福祉人材の確保や福祉従業者の体系
的な養成研修の実施を図るとともに、段階的なスキル・キャリア
アップに対応した研修体系の整備を進める。

（４）介護技術等の普及による介護意識の醸成
〇一般県民や及び家族介護者を対象に「はじめての介護講座」や「介
護の日」講演会等を行い、介護知識・技術の普及啓発を図る。
〇常設展示会を活用した福祉用具展示場見学・相談会や「第8回福
祉機器展」等を開催し、県民の福祉用具に関する知識を広め、在
宅介護の支援を努める。

（１）高齢者の生きがいと健康づくりの推進
〇アクティブシニア（意欲的に活動する高齢者）の社会参加の促進
や生きがいづくりと健康づくりを推進する。
〇「沖縄県かりゆし長寿大学校」の運営やシニア活動実践セミナー
を開催し、地域活動の担い手となるアクティブシニアを養成する。

（２）高齢者の就労支援
〇高齢者職業紹介事業による就労斡旋を行うとともに、ハローワー
クやシルバー人材センター等の就労支援機関・団体との連携を強
化し、高齢者の就労支援に取り組む。

▲「はじめての介護講座」の様子

▲長寿大学校「始めよう介護予防」での講義の様子

▲苦情解決セミナーの様子

（１）地域福祉を担う市町村社協活動強化への支援　

地域福祉の推進及び福祉文化の形成1

地域自立生活を支える福祉基盤づくり2

（１）施設提供サービスの質の向上

福祉サービスの質の向上3

（１）高齢者の生きがいと健康づくりの推進

明るい長寿社会づくり4

１　地域福祉の推進及び福祉文化の形成
２　地域自立生活支える福祉基盤づくり
３　福祉サービスの質の向上

４　明るい長寿社会づくり
５　企画広報・助成・提言活動の推進
６　組織体制・財政基盤の強化

平成30年度　事業項目

事業計画は本会
ホームページでも
ご覧いただけます。

平成30年度
沖縄県社会福祉協議会

事 業 計 画
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（１）調査研究・企画活動の強化
〇総合企画委員会や各部署において必要な調査研究活動に取り組み、県内の福祉
課題を適切に把握し、新たな支援策の企画や政策提言に繋げる。

（２）福祉施策への提言・要請活動の強化
〇沖縄県社会福祉施策・予算対策協議会との連携のもと、県及び市町村等へ
「平成31年度沖縄県福祉対策・予算に対する要請書」の提言・要請活動を
展開する。

（３）広報・啓発及び情報提供機能の強化
〇広報誌や事業概要等をまとめたパンフレット、ホームページ等を通じた広
報活動を拡充し、県民に対し社会福祉に関心・理解を広げる。

（４）資金助成による活動支援の推進
〇福祉施設や福祉団体、NPO等に対し、社会福祉振興基金の運用益を活用した一般助成や地域福祉活動モデル事業
を実施し、その活動を支援する。
〇県内外の民間団体等が行う助成事業の情報提供を行い、民間福祉団体の活動を支援する。

▲本会が発刊する広報誌

▲照明修繕前 ▲照明修繕後

組織体制・財政基盤の強化6

（１）調査研究・企画活動の強化

企画広報・助成・提言活動の推進5

（１）組織体制・財政基盤の強化
〇理事及び評議員に対して法人の経営分析情報等を適切に提供
し、理事会・評議員会機能のさらなる運営強化を図る。また、
財務規律の強化に取り組むほか、内部統制機能の強化を図り
県民に信頼される組織経営の適正化と透明性を確保する。
〇県民ニーズに対応した事業展開や組織経営の安定化に向け
て、会員の拡大を図り組織体制を強化する。また、階層別研
修の実施や外部研修への派遣等、事務局職員の資質向上を図
る。
〇利用者及び入居団体のニーズに応じたセンター管理運営を行
うとともに、建物および設備等の修繕・整備に迅速に対応する。

平成30年度　資金収支予算概要
（自）平成 30 年 4月 1日　　　（至）平成 31 年 3月 31 日

（単位：千円）（単位：千円）【
一
般
会
計
に
お
け
る
収
入
構
成
】

【
一
般
会
計
に
お
け
る
支
出
構
成
】

一般会計サービス区分一覧表 ★印は新規事業、●印は終了事業

会費・寄附・負担金

補助金・受託金

事業収入・利息　他

積立金
取崩・繰入等

助成・積立・繰出他

7％ 人件費

24％

事業費・事務費
貸付支出

サービス区分拠点事業会計 増減
前年度
予算額

当年度
予算額

社
会
福
祉
事
業
区
分

一

　般

　会

　計

①
地
域
福
祉
推
進
拠
点
区
分

②
地
域
自
立
生
活

支
援
拠
点
区
分

③
人
材
育
成
・
団
体
活
動
支
援
拠
点
区
分

●

●

●

★

１　法人運営事業

２　福祉活動指導員設置事業

３　沖縄県ボランティアセンター運営事業

４　民生委員活動推進事業

５　地域福祉推進等研修事業

６　共同募金配分金事業

ア　沖縄県社会福祉大会開催事業

イ　福祉情報おきなわ発行事業

ウ　市町村社協の現況作成時業

エ　市町村社協支援事業

オ　社会的孤立対策事業

カ　九州身体障害児者施設研究大会開催事業

７　災害支援体制強化事業

８　地域福祉推進コーディネーター受託事業　

９　サンクス運動推進事業

地域福祉推進拠点区分　合計

１　日常生活自立支援事業

２　地域生活定着支援センター受託事業

３　運営適正化委員会設置運営事業

４　地域自立生活支援等研修事業

地域自立生活支援拠点区分　合計

１　心身障害児者施設協議会活動事業

２　身体障害児者施設協議会活動事業

３　社会福祉法人経営者協議会活動事業

４　児童養護協議会活動事業

５　老人福祉施設協議会活動事業

６　保育協議会活動事業

７　地域包括・在宅介護支援センター協議会活動事業

８　福祉人材センター受託事業

９　社会福祉研修受託事業

10　介護実習・普及センター管理受託事業

11　福利厚生センター受託事業

12　介護支援専門員養成研修事業

13　介護等体験事業

14　人材育成・団体活動支援等研修事業

15　民間社会福祉施設職員福利厚生事業

16　福祉・介護人材育成促進事業

17　社会福祉法人の公益的取組推進事業

人材育成・団体活動支援拠点区分　合計

144,041

43,676

12,591

26,434

990

7,104

3,085

1,508

516

1,995

0

0

900

0

3,791

239,527

100,755

24,036

10,043

1,750

136,584

3,325

2,368

15,748

2,167

17,443

14,313

2,719

46,434

26,541

12,589

7,829

11,280

1,611

5,551

3,151

4,455

1,065

178,589

123,401

41,744

12,794

27,965

1,600

15,305

3,011

1,472

624

1,947

3,791

4,460

5,552

6,730

0

235,091

100,139

24,037

9,674

1,750

135,600

3,465

2,999

15,557

2,087

12,329

14,754

2,768

39,624

24,594

12,588

8,244

22,739

2,065

6,390

3,101

7,724

400

181,428

20,640

1,932

△ 203

△ 1,531

△ 610

△ 8,201

74

36

△ 108

48

△ 3,791

△ 4,460

△ 4,652

△ 6,730

3,791

4,436

616

△ 1

369

0

984

△ 140

△ 631

191

80

5,114

△ 441

△ 49

6,810

1,947

1

△ 415

△ 11,459

△ 454

△ 839

50

△ 3,269

665

△ 2,839

サービス区分拠点事業会計 増減
前年度
予算額

当年度
予算額

１　高齢者の生きがいと健康づくり事業

２　組織づくりと指導者育成事業

３　高齢者無料職業紹介所運営事業

４　長寿社会づくり推進等研修事業

長寿社会づくり推進拠点区分　合計

１　総合企画委員会推進事業

２　局内プロジェクト推進事業

３　福祉団体・各種大会等助成事業

４　社会福祉振興基金事業

企画広報・助成等推進拠点区分　合計

１　介護福祉士修学資金等貸付事業

２　保育士修学資金等貸付事業

３

１　賃貸事業

２　書籍等販売事業

３　沖縄県総合福祉センター管理運営受託事業

56,092

18,579

2,774

200

77,645

200

200

4,120

46,150

50,670

683,015

139,035

455,289

34,681

629,005

29,030

1,400

94,085

124,515

1,436,535

62,055

19,927

2,764

500

85,246

200

200

12,120

54,162

66,682

704,047

208,637

472,176

23,392

704,205

31,097

2,180

96,986

130,263

1,538,515

△ 5,963

△ 1,348

10

△ 300

△ 7,601

0

0

△ 8,000

△ 8,012

△ 16,012

△ 21,032

△ 69,602

△ 16,887

11,289

△ 75,200

△ 2,067

△ 780

△ 2,901

△ 5,748

△ 101,980

⑤
企
画
広
報
・
助
成
等

推
進
拠
点
区
分

④
長
寿
社
会
づ
く
り

推
進
拠
点
区
分

公
益
事
業
区
分

収
益
事
業
区
分

公
益
事
業

拠
点
区
分

収
益
事
業

拠
点
区
分

社会福祉事業区分　合計

公益事業区分　合計

特別会計　合計

収益事業区分　合計

一 般 会 計 合 計

事　業　名会計 増減
前年度
予算額

当年度
予算額

１　生活福祉資金特別会計

２　要保護世帯向け不動産型生活資金特別会計

３　生活福祉資金貸付事務費特別会計

４　臨時特例つなぎ資金特別会計

3,822,301

373,446

97,173

25,421

107,051

107,051

71,632

8,876

4,098,157

514,794

3,783,073

3,783,073

114,721

114,721

115,518

115,518

76,142

76,142

4,089,454

4,089,454

39,228

△ 3,409,627

△ 17,548

△ 89,300

△ 8,467

△ 8,467

△ 4,510

△ 67,266

8,703

△ 3,574,660

（特別会計一覧表）　

収入予算

支出予算

収入予算

支出予算

収入予算

支出予算

収入予算

支出予算

収入予算

支出予算

特
別
会
計

≪補足説明≫
　特別会計合計の支出予算については、これまで当該年度の支出予算以外
は次年度以降の貸付原資等として予備費に計上してきたが、本会監事から
の指摘もあり、当該年度の支出予算を把握しやすくするため、平成30年
度予算から予備費を計上していないため、上記表のとおり大幅な減額と
なっている。なお、事業計画については大幅な変更はない。
※会計処理方法については生活福祉資金会計準則に特に定めはなく、どち
らの方法でも問題ではない。

1,436,535
収入の部

1,436,535
支出の部

会費・寄附・負担金

補助金・受託金

事業収入・利息　他

積立金
取崩・繰入等

助成・積立・繰出他

7％ 人件費

24％

事業費・事務費
貸付支出

児童養護施設退所者等自立支援資金
貸付事業

4％
54,385

55％
789,903

10％
149,155

31％
443,092

4％
54,385

55％
789,903

10％
149,155

31％
443,092

105,383

345,681

28％
400,45941％

585,012

105,383

345,681

28％
400,459

585,012
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11
月
24
日
、
沖
縄
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
て
「
第
60

回
沖
縄
県
社
会
福
祉
大
会
」（
主

催
：
県
、県
社
協
、県
共
募
）が

開
催
さ
れ
、
県
内
の
福
祉
関
係

者
約
１
５
０
０
人
が
参
加
し
た
。

　
大
会
式
典
で
は
、
長
年
に
わ

た
り
県
内
の
社
会
福
祉
の
発
展

に
貢
献
さ
れ
た
方
々
へ
の
表
彰

が
行
わ
れ
た
。
県
知
事
表
彰
・

感
謝
、
大
会
長
表
彰
・
感
謝
、

九
州
社
会
福
祉
協
議
会
連
合
会

会
長
の
伝
達
表
彰
な
ど
、
総
勢

２
９
１
人
・
３
夫
妻
・
33
団
体

に
表
彰
状
ま
た
は
感
謝
状
が
授

与
さ
れ
た
。

　
受
賞
者
を
代
表
し
て
県
知
事

（１）調査研究・企画活動の強化
〇総合企画委員会や各部署において必要な調査研究活動に取り組み、県内の福祉
課題を適切に把握し、新たな支援策の企画や政策提言に繋げる。

（２）福祉施策への提言・要請活動の強化
〇沖縄県社会福祉施策・予算対策協議会との連携のもと、県及び市町村等へ
「平成31年度沖縄県福祉対策・予算に対する要請書」の提言・要請活動を
展開する。

（３）広報・啓発及び情報提供機能の強化
〇広報誌や事業概要等をまとめたパンフレット、ホームページ等を通じた広
報活動を拡充し、県民に対し社会福祉に関心・理解を広げる。

（４）資金助成による活動支援の推進
〇福祉施設や福祉団体、NPO等に対し、社会福祉振興基金の運用益を活用した一般助成や地域福祉活動モデル事業
を実施し、その活動を支援する。
〇県内外の民間団体等が行う助成事業の情報提供を行い、民間福祉団体の活動を支援する。

▲本会が発刊する広報誌

▲照明修繕前 ▲照明修繕後

組織体制・財政基盤の強化6

（１）調査研究・企画活動の強化

企画広報・助成・提言活動の推進5

（１）組織体制・財政基盤の強化
〇理事及び評議員に対して法人の経営分析情報等を適切に提供
し、理事会・評議員会機能のさらなる運営強化を図る。また、
財務規律の強化に取り組むほか、内部統制機能の強化を図り
県民に信頼される組織経営の適正化と透明性を確保する。
〇県民ニーズに対応した事業展開や組織経営の安定化に向け
て、会員の拡大を図り組織体制を強化する。また、階層別研
修の実施や外部研修への派遣等、事務局職員の資質向上を図
る。
〇利用者及び入居団体のニーズに応じたセンター管理運営を行
うとともに、建物および設備等の修繕・整備に迅速に対応する。

平成30年度　資金収支予算概要
（自）平成 30 年 4月 1日　　　（至）平成 31 年 3月 31 日

（単位：千円）（単位：千円）【
一
般
会
計
に
お
け
る
収
入
構
成
】

【
一
般
会
計
に
お
け
る
支
出
構
成
】

一般会計サービス区分一覧表 ★印は新規事業、●印は終了事業

会費・寄附・負担金

補助金・受託金

事業収入・利息　他

積立金
取崩・繰入等

助成・積立・繰出他

7％ 人件費

24％

事業費・事務費
貸付支出

サービス区分拠点事業会計 増減
前年度
予算額

当年度
予算額

社
会
福
祉
事
業
区
分

一

　般

　会

　計

①
地
域
福
祉
推
進
拠
点
区
分

②
地
域
自
立
生
活

支
援
拠
点
区
分

③
人
材
育
成
・
団
体
活
動
支
援
拠
点
区
分

●

●

●

★

１　法人運営事業

２　福祉活動指導員設置事業

３　沖縄県ボランティアセンター運営事業

４　民生委員活動推進事業

５　地域福祉推進等研修事業

６　共同募金配分金事業

ア　沖縄県社会福祉大会開催事業

イ　福祉情報おきなわ発行事業

ウ　市町村社協の現況作成時業

エ　市町村社協支援事業

オ　社会的孤立対策事業

カ　九州身体障害児者施設研究大会開催事業

７　災害支援体制強化事業

８　地域福祉推進コーディネーター受託事業　

９　サンクス運動推進事業

地域福祉推進拠点区分　合計

１　日常生活自立支援事業

２　地域生活定着支援センター受託事業

３　運営適正化委員会設置運営事業

４　地域自立生活支援等研修事業

地域自立生活支援拠点区分　合計

１　心身障害児者施設協議会活動事業

２　身体障害児者施設協議会活動事業

３　社会福祉法人経営者協議会活動事業

４　児童養護協議会活動事業

５　老人福祉施設協議会活動事業

６　保育協議会活動事業

７　地域包括・在宅介護支援センター協議会活動事業

８　福祉人材センター受託事業

９　社会福祉研修受託事業

10　介護実習・普及センター管理受託事業

11　福利厚生センター受託事業

12　介護支援専門員養成研修事業

13　介護等体験事業

14　人材育成・団体活動支援等研修事業

15　民間社会福祉施設職員福利厚生事業

16　福祉・介護人材育成促進事業

17　社会福祉法人の公益的取組推進事業

人材育成・団体活動支援拠点区分　合計

144,041

43,676

12,591

26,434

990

7,104

3,085

1,508

516

1,995

0

0

900

0

3,791

239,527

100,755

24,036

10,043

1,750

136,584

3,325

2,368

15,748

2,167

17,443

14,313

2,719

46,434

26,541

12,589

7,829

11,280

1,611

5,551

3,151

4,455

1,065

178,589

123,401

41,744

12,794

27,965

1,600

15,305

3,011

1,472

624

1,947

3,791

4,460

5,552

6,730

0

235,091

100,139

24,037

9,674

1,750

135,600

3,465

2,999

15,557

2,087

12,329

14,754

2,768

39,624

24,594

12,588

8,244

22,739

2,065

6,390

3,101

7,724

400

181,428

20,640

1,932

△ 203

△ 1,531

△ 610

△ 8,201

74

36

△ 108

48

△ 3,791

△ 4,460

△ 4,652

△ 6,730

3,791

4,436

616

△ 1

369

0

984

△ 140

△ 631

191

80

5,114

△ 441

△ 49

6,810

1,947

1

△ 415

△ 11,459

△ 454

△ 839

50

△ 3,269

665

△ 2,839

サービス区分拠点事業会計 増減
前年度
予算額

当年度
予算額

１　高齢者の生きがいと健康づくり事業

２　組織づくりと指導者育成事業

３　高齢者無料職業紹介所運営事業

４　長寿社会づくり推進等研修事業

長寿社会づくり推進拠点区分　合計

１　総合企画委員会推進事業

２　局内プロジェクト推進事業

３　福祉団体・各種大会等助成事業

４　社会福祉振興基金事業

企画広報・助成等推進拠点区分　合計

１　介護福祉士修学資金等貸付事業

２　保育士修学資金等貸付事業

３

１　賃貸事業

２　書籍等販売事業

３　沖縄県総合福祉センター管理運営受託事業

56,092

18,579

2,774

200

77,645

200

200

4,120

46,150

50,670

683,015

139,035

455,289

34,681

629,005

29,030

1,400

94,085

124,515

1,436,535

62,055

19,927

2,764

500

85,246

200

200

12,120

54,162

66,682

704,047

208,637

472,176

23,392

704,205

31,097

2,180

96,986

130,263

1,538,515

△ 5,963

△ 1,348

10

△ 300

△ 7,601

0

0

△ 8,000

△ 8,012

△ 16,012

△ 21,032

△ 69,602

△ 16,887

11,289

△ 75,200

△ 2,067

△ 780

△ 2,901

△ 5,748

△ 101,980

⑤
企
画
広
報
・
助
成
等

推
進
拠
点
区
分

④
長
寿
社
会
づ
く
り

推
進
拠
点
区
分

公
益
事
業
区
分

収
益
事
業
区
分

公
益
事
業

拠
点
区
分

収
益
事
業

拠
点
区
分

社会福祉事業区分　合計

公益事業区分　合計

特別会計　合計

収益事業区分　合計

一 般 会 計 合 計

事　業　名会計 増減
前年度
予算額

当年度
予算額

１　生活福祉資金特別会計

２　要保護世帯向け不動産型生活資金特別会計

３　生活福祉資金貸付事務費特別会計

４　臨時特例つなぎ資金特別会計

3,822,301

373,446

97,173

25,421

107,051

107,051

71,632

8,876

4,098,157

514,794

3,783,073

3,783,073

114,721

114,721

115,518

115,518

76,142

76,142

4,089,454

4,089,454

39,228

△ 3,409,627

△ 17,548

△ 89,300

△ 8,467

△ 8,467

△ 4,510

△ 67,266

8,703

△ 3,574,660

（特別会計一覧表）　

収入予算

支出予算

収入予算

支出予算

収入予算

支出予算

収入予算

支出予算

収入予算

支出予算

特
別
会
計

≪補足説明≫
　特別会計合計の支出予算については、これまで当該年度の支出予算以外
は次年度以降の貸付原資等として予備費に計上してきたが、本会監事から
の指摘もあり、当該年度の支出予算を把握しやすくするため、平成30年
度予算から予備費を計上していないため、上記表のとおり大幅な減額と
なっている。なお、事業計画については大幅な変更はない。
※会計処理方法については生活福祉資金会計準則に特に定めはなく、どち
らの方法でも問題ではない。

1,436,535
収入の部

1,436,535
支出の部

会費・寄附・負担金

補助金・受託金

事業収入・利息　他

積立金
取崩・繰入等

助成・積立・繰出他

7％ 人件費

24％

事業費・事務費
貸付支出

児童養護施設退所者等自立支援資金
貸付事業

4％
54,385

55％
789,903

10％
149,155

31％
443,092

4％
54,385

55％
789,903

10％
149,155

31％
443,092

105,383

345,681

28％
400,45941％

585,012

105,383

345,681

28％
400,459

585,012
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①赤い羽根共同募金及び歳末たすけあい運動
のほか、県域、市町村域におけるテーマ型
募金や県内企業の創業記念募金など、あら
たな手法による募金運動の推進を図る。
②「地域から孤立をなくそう」を本県の重点助
成テーマに掲げ、誰もが孤立することなく
安心して生活できる地域づくりを推進する。

②市町村共同募金委員会（支会・分会）の広
報イベント等において、マスコットキャラ
クター着ぐるみ等資材の活用を促し、赤い
羽根募金のイメージアップを図る。
③マスコミへのプレスリリースを積極的に行
うとともに、テレビ、ラジオを通じて共同
募金運動のイメージ動画・音声を放送し、
県民に広く啓発を図る。
④本会ホームページ掲載情報の充実を図り、
県民、関係団体への情報発信を強化する。
⑤遺贈・相続寄附及び特定・指定寄付に関す
る広報活動を進める。

①県民への共同募金運動の周知と機運を盛り
上げるため、赤い羽根伝達式を開催すると
ともに、市町村共同募金委員会（支会・分会）主
催の広報イベント等の積極的な開催を促す。

①支会・分会組織を共同募金委員会へ移行し、
組織の機能強化を図る。
②共同募金委員会（支会・分会）役職員の研
修会等を開催し、共同募金をめぐる情勢・
方針や募金運動推進に向けた取り組みの共
通認識と情報共有を図る。
③11市共同募金委員会の連絡会を開催し、市
部特有の課題と募金活動に関する課題につ
いて研究協議を行う。

①次年度の共同募金目標額の設定等のため、
民間福祉施設・団体を対象に資金需要調査
を実施する。
②共同募金助成申請事業の緊急性、重要性に
基づき、公平かつ適正に助成を行うため配
分委員会を随時開催する。
③寄付者、募金ボランティア、受配団体等の
関係者が一堂に会し、それぞれの立場の思
いを共有するとともに共同募金への理解を
深める機会として「赤い羽根共同募金感謝
の集い（助成内定交付・顕彰）」を開催する。

①各市町村において、社協、民生委員児童委
員協議会（民児協）、共同募金委員会（支会・
分会）を中心に、地域歳末たすけあい運動
を推進する。
②歳末たすけあい運動の趣旨に沿って、生活
困窮・子どもの貧困対策活動支援及び地域
福祉活動団体等への効果的な配分を図る。

①県内災害発生時に、県社協と協働して被災
状況の情報収集を行い、被災地社協及び被
災世帯への支援を実施する。
②県内外で災害救助法が適用される等の大規
模災害が発生した場合における義援金募集
を実施する。
③社会福祉法第118条の規定に基づいて災害
等準備金を積み立て、災害救助法適用の災
害が発生した際に、被災地における支援活
動への助成金として拠出する。

共同募金助成事業の実施歳末たすけあい運動の実施

災害たすけあい運動の実施

基
本
方
針

平
成
30
年
度
沖
縄
県
共
同
募
金
会
事
業
計
画

〜 

じ
ぶ
ん
の
町
を
良
く
す
る
し
く
み
。 

〜

（千円） （千円）

増　減科　目

合　計

（自）平成30年4月1日　（至）平成31年3月31日
平成30年度沖縄県共同募金会　収支予算概要

366,907
千円

収入の部
326,221
千円

支出の部

0
0

▲ 313,909
0
0
0

▲ 2,877
▲ 316,786

200,000
68,000
314,310
4,847
7,001
15,295
74,240
683,693

200,000
68,000
401
4,847
7,001
15,295
71,363
366,907

収　　入
前年度予算額当年度予算額

赤い羽根募金
歳末募金
指定寄付金等
その他事業収入
災害義援金
過年度災害等積立金
前期末支払資金残高

増　減科　目

合　計

▲ 201
0

▲ 309,857
0

▲ 2,378
0
0

▲ 312,436

146,998
100,000
310,258
7,006
56,080
17,915
400

638,657

146,797
100,000
401
7,006
53,702
17,915
400

326,221

支　　出
前年度予算額当年度予算額

赤い羽根配分金（助成）
歳末配分金（助成）
指定寄付金支出等
災害義援金
事業費・事務費支出等
災害等積立金支出
予備費支出

予備費支出
0.1％

▲市町村共募委員会職員研修

▲10/1広報イベントでの街頭募金

▲「感謝の集い」でのオープニングアトラクション

　
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
は
、

昭
和
22
年
に「
国
民
た
す
け
あ

い
共
同
募
金
運
動
」と
し
て
始

ま
り
、福
祉
課
題
の
解
決
や
地

域
福
祉
の
推
進
の
た
め
の
民
間

活
動
財
源
の
役
割
を
担
っ
て
き

た
。

　
本
県
で
は
、本
土
に
５
年
遅
れ

て
始
ま
り
、
県
内
の
福
祉
施
設

整
備
や
地
域
福
祉
活
動
の
推
進

に
寄
与
し
て
き
た
。

　
近
年
で
は
、
全
国
的
に
社
会

的
孤
立
や
生
活
困
窮
な
ど
諸
問

題
の
多
様
化
・
複
雑
化
の
中
で

支
援
団
体
の
活
動
が
広
が
っ
て

お
り
、
ま
た
、
昨
年
の
社
会
福

祉
法
改
正
に
よ
っ
て
、
す
べ
て

の
社
会
福
祉
法
人
に
「
地
域
に

お
け
る
公
益
的
な
取
り
組
み
」

が
義
務
づ
け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、

沖
縄
県
内
に
お
い
て
も
、
資
金

需
要
が
ま
す
ま
す
高
ま
る
も
の

と
予
想
さ
れ
る
。

　
一
方
、
近
年
の
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
変
容
等
を
背
景
に
、

特
に
都
市
部
に
お
い
て
は
、
共

同
募
金
の
柱
で
あ
る
「
戸
別
募

金
」
の
減
額
が
著
し
く
、
県
全

体
と
し
て
は
平
成
10
年
度
以
降

減
少
傾
向
が
続
い
て
お
り
、
県

内
福
祉
団
体
の
活
動
支
援
が
十

分
に
行
わ
れ
な
い
状
況
と
な
っ

て
い
る
。

　
こ
の
た
め
、
平
成
30
年
度
は
、

市
町
村
共
同
募
金
委
員
会
と
と

も
に
募
金
実
績
の
回
復
を
目
指

し
て
各
種
募
金
活
動
の
強
化
を

進
め
る
。
ま
た
、
県
市
町
村
社

会
福
祉
協
議
会
（
社
協
）
を
は

じ
め
福
祉
団
体
、Ｎ
Ｐ

Ｏ
等
と
連
携
を
図
り
、

生
活
困
窮
対
策
活
動
の

支
援
及
び
全
国
共
通
助

成
テ
ー
マ
で
あ
る
「
地

域
か
ら
孤
立
を
な
く
そ

う
〜
み
ん
な
が
社
会
の

一
員
と
し
て
包
み
支
え

合
う
仕
組
み
づ
く
り
」

に
向
け
て
、
次
の
事
業

を
重
点
に
実
施
す
る
。

共同募金運動の推進

市町村共同募金委員会
（支会・分会）の基盤強化

広報活動の推進

２

1

3

45

6

平
成
30
年
度
沖
縄
県
共
同
募
金
会
事
業
計
画

赤い羽根
募金
54.5％

歳末募金
18.5％

指定寄付金等
0.1％

前期末
支払資金残高
19.4％過年度災害等積立金

4.2％

その他事業収入
1.3％

災害義援金
1.9％ 赤い羽根

配分金
（助成）
45.0％

歳末配分金（助成）
30.7％

事業費・事務費
支出等
16.5％災害義援金

2.1％

指定寄付金
支出等
0.1％

災害等積立金支出
5.5％
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のほか、県域、市町村域におけるテーマ型
募金や県内企業の創業記念募金など、あら
たな手法による募金運動の推進を図る。
②「地域から孤立をなくそう」を本県の重点助
成テーマに掲げ、誰もが孤立することなく
安心して生活できる地域づくりを推進する。

②市町村共同募金委員会（支会・分会）の広
報イベント等において、マスコットキャラ
クター着ぐるみ等資材の活用を促し、赤い
羽根募金のイメージアップを図る。
③マスコミへのプレスリリースを積極的に行
うとともに、テレビ、ラジオを通じて共同
募金運動のイメージ動画・音声を放送し、
県民に広く啓発を図る。
④本会ホームページ掲載情報の充実を図り、
県民、関係団体への情報発信を強化する。
⑤遺贈・相続寄附及び特定・指定寄付に関す
る広報活動を進める。

①県民への共同募金運動の周知と機運を盛り
上げるため、赤い羽根伝達式を開催すると
ともに、市町村共同募金委員会（支会・分会）主
催の広報イベント等の積極的な開催を促す。

①支会・分会組織を共同募金委員会へ移行し、
組織の機能強化を図る。
②共同募金委員会（支会・分会）役職員の研
修会等を開催し、共同募金をめぐる情勢・
方針や募金運動推進に向けた取り組みの共
通認識と情報共有を図る。
③11市共同募金委員会の連絡会を開催し、市
部特有の課題と募金活動に関する課題につ
いて研究協議を行う。

①次年度の共同募金目標額の設定等のため、
民間福祉施設・団体を対象に資金需要調査
を実施する。
②共同募金助成申請事業の緊急性、重要性に
基づき、公平かつ適正に助成を行うため配
分委員会を随時開催する。
③寄付者、募金ボランティア、受配団体等の
関係者が一堂に会し、それぞれの立場の思
いを共有するとともに共同募金への理解を
深める機会として「赤い羽根共同募金感謝
の集い（助成内定交付・顕彰）」を開催する。

①各市町村において、社協、民生委員児童委
員協議会（民児協）、共同募金委員会（支会・
分会）を中心に、地域歳末たすけあい運動
を推進する。
②歳末たすけあい運動の趣旨に沿って、生活
困窮・子どもの貧困対策活動支援及び地域
福祉活動団体等への効果的な配分を図る。

①県内災害発生時に、県社協と協働して被災
状況の情報収集を行い、被災地社協及び被
災世帯への支援を実施する。
②県内外で災害救助法が適用される等の大規
模災害が発生した場合における義援金募集
を実施する。
③社会福祉法第118条の規定に基づいて災害
等準備金を積み立て、災害救助法適用の災
害が発生した際に、被災地における支援活
動への助成金として拠出する。

共同募金助成事業の実施歳末たすけあい運動の実施

災害たすけあい運動の実施

基
本
方
針

平
成
30
年
度
沖
縄
県
共
同
募
金
会
事
業
計
画
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じ
ぶ
ん
の
町
を
良
く
す
る
し
く
み
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〜

（千円） （千円）

増　減科　目

合　計

（自）平成30年4月1日　（至）平成31年3月31日
平成30年度沖縄県共同募金会　収支予算概要

366,907
千円

収入の部
326,221
千円

支出の部

0
0

▲ 313,909
0
0
0

▲ 2,877
▲ 316,786

200,000
68,000
314,310
4,847
7,001
15,295
74,240
683,693

200,000
68,000
401
4,847
7,001
15,295
71,363
366,907

収　　入
前年度予算額当年度予算額

赤い羽根募金
歳末募金
指定寄付金等
その他事業収入
災害義援金
過年度災害等積立金
前期末支払資金残高

増　減科　目

合　計

▲ 201
0

▲ 309,857
0

▲ 2,378
0
0

▲ 312,436

146,998
100,000
310,258
7,006
56,080
17,915
400

638,657

146,797
100,000
401
7,006
53,702
17,915
400

326,221
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指定寄付金支出等
災害義援金
事業費・事務費支出等
災害等積立金支出
予備費支出

予備費支出
0.1％

▲市町村共募委員会職員研修

▲10/1広報イベントでの街頭募金

▲「感謝の集い」でのオープニングアトラクション
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支
援
団
体
の
活
動
が
広
が
っ
て

お
り
、
ま
た
、
昨
年
の
社
会
福

祉
法
改
正
に
よ
っ
て
、
す
べ
て

の
社
会
福
祉
法
人
に
「
地
域
に

お
け
る
公
益
的
な
取
り
組
み
」

が
義
務
づ
け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、

沖
縄
県
内
に
お
い
て
も
、
資
金

需
要
が
ま
す
ま
す
高
ま
る
も
の

と
予
想
さ
れ
る
。

　
一
方
、
近
年
の
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
変
容
等
を
背
景
に
、

特
に
都
市
部
に
お
い
て
は
、
共

同
募
金
の
柱
で
あ
る
「
戸
別
募

金
」
の
減
額
が
著
し
く
、
県
全

体
と
し
て
は
平
成
10
年
度
以
降

減
少
傾
向
が
続
い
て
お
り
、
県

内
福
祉
団
体
の
活
動
支
援
が
十

分
に
行
わ
れ
な
い
状
況
と
な
っ

て
い
る
。

　
こ
の
た
め
、
平
成
30
年
度
は
、

市
町
村
共
同
募
金
委
員
会
と
と

も
に
募
金
実
績
の
回
復
を
目
指

し
て
各
種
募
金
活
動
の
強
化
を

進
め
る
。
ま
た
、
県
市
町
村
社

会
福
祉
協
議
会
（
社
協
）
を
は

じ
め
福
祉
団
体
、Ｎ
Ｐ

Ｏ
等
と
連
携
を
図
り
、

生
活
困
窮
対
策
活
動
の

支
援
及
び
全
国
共
通
助

成
テ
ー
マ
で
あ
る
「
地

域
か
ら
孤
立
を
な
く
そ

う
〜
み
ん
な
が
社
会
の

一
員
と
し
て
包
み
支
え

合
う
仕
組
み
づ
く
り
」

に
向
け
て
、
次
の
事
業

を
重
点
に
実
施
す
る
。

共同募金運動の推進

市町村共同募金委員会
（支会・分会）の基盤強化

広報活動の推進

２

1

3

45

6

平
成
30
年
度
沖
縄
県
共
同
募
金
会
事
業
計
画

赤い羽根
募金
54.5％

歳末募金
18.5％

指定寄付金等
0.1％

前期末
支払資金残高
19.4％過年度災害等積立金

4.2％

その他事業収入
1.3％

災害義援金
1.9％ 赤い羽根

配分金
（助成）
45.0％

歳末配分金（助成）
30.7％

事業費・事務費
支出等
16.5％災害義援金

2.1％

指定寄付金
支出等
0.1％

災害等積立金支出
5.5％
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Ｔ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｓ（
サ
ン
ク
ス
）

運
動
推
進
会
議
（
湧
川
昌
秀
県

社
協
会
長
）
で
は
、
３
月
13
日

に
、
第
２
回
推
進
会
議
を
開
催

し
、Ｔ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｓ（
サ
ン
ク

ス
）
運
動
（
以
下
サ
ン
ク
ス
運

動
）の
平
成
30
年
度
事
業
計
画
・

予
算
案
が
承
認
さ
れ
た
。

　
本
運
動
の
基
本
的
な
方
針
と

し
て
、
今
年
度
２
年
目
を
迎
え

る
本
運
動
に
お
い
て
、
県
圏
域

で
は
、
運
動
の
推
進
体
制
を
強

化
す
る
と
と
も
に
、
県
民
へ
の

更
な
る
広
報
・
啓
発
活
動
の
強

化
や
、
各
市
町
村
・
地
区
圏
域

へ
の
運
動
の
普
及
啓
発
、
県
内

社
会
福
祉
法
人
の
地
域
に
お
け

る
公
益
的
な
取
り
組
み
と
の
連

携
、
協
賛
団
体
等
の
呼
び
か
け

に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い

る
。

　
地
区
圏
域
に
お
い
て
は
、
圏

域
内
へ
の
広
報
・
啓
発
活
動
を

図
る
と
と
も
に
、
市
町
村
単
位

で
解
決
で
き
な
い
課
題
の
共
有

や
対
応
策
の
研
究
を
進
め
る
こ

　
県
社
協
で
は
２
月
26
日
に
県

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、「
平
成
29
年
度
生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
実
践
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
し
、
県
内
社
協

や
行
政
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
等
の
職
員
計
92
名
が
参
加

し
た
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
は
改
正
介
護
保

険
法
の
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
や
協
議
体
の
取
り
組

み
事
例
を
発
信
す
る
と
と
も

に
、
支
え
合
い
の
体
制
づ
く
り

を
継
続
・
発
展
さ
せ
て
い
く
た

め
に
県
外
の
実
践
例
か
ら
学

び
、
今
後
の
活
動
の
あ
り
方
に

つ
い
て
考
え
る
こ
と
を
目
的
に

開
催
し
た
も
の
。

　
午
前
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち
な
か
研
究
所

わ
く
わ
く
の
宮
道
喜
一
事
務
局

長
を
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
に
迎

え
、「
地
域
福
祉
推
進
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
事
業
」
の
補
助
対
象

６
自
治
体
か
ら「
ニ
ー
ズ
調
査
・

協
働
の
場
づ
く
り
」
に
焦
点
を

当
て
た
、
取
り
組
み
内
容
・
成

果
に
つ
い
て
実
践
報
告
を
行
っ

た
。
多
良
間
村
か
ら
は
、
沖
縄

大
学
の
学
生
に
来
島
し
て
も
ら

い
、
戸
別
訪
問
で
聞
き
取
り
を

行
っ
た
こ
と
で
、
村
民
か
ら
生

活
課
題
に
つ
い
て
率
直
な
意
見

が
も
ら
え
た
こ
と
等
の
報
告
が

あ
っ
た
。
ま
た
、
大
宜
味
村
か

ら
は
ニ
ー
ズ
調
査
の
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
と
し
て
、
地
域
の
座
談

会
、（
通
称
ユ
ン
タ
ク
会
）
を

企
画
し
、
安
全
マ
ッ
プ
の
練
り

直
し
や
区
内
の
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
の
緊
急
連
絡
表
を
作
成

し
た
こ
と
等
の
報
告
が
な
さ
れ

た
。

　
午
後
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

一
般
社
団
法
人
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
ハ
ピ
ネ
ス
の
土

屋
幸
己
代
表
理
事
か
ら
県
外
で

の
実
践
例
を
交
ぜ
な
が
ら
生
活

支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
期

待
さ
れ
る
機
能
と
役
割
に
つ
い

て
基
調
講
演
が
行
わ
れ
た
。
後

半
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

が
地
域
住
民
と
と
も
に
実
施
す

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
疑
似
体

験
が
行
わ
れ
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
６
自
治
体

の
取
り
組
み
を
是
非
参
考
に
し

た
い
。」「
協
議
体
、
特
に
第
２

層
立
ち
上
げ
の
プ
ロ
セ
ス
を
学

　
沖
縄
県
市
町
村
社
会
福
祉
協

議
会
連
絡
協
議
会
（
県
社
連
）

と
県
社
協
で
は
、
３
月
６
日
と

７
日
の
両
日
、「
社
協
中
堅
職

員
宿
泊
研
修
・
中
堅
's
キ
ャ
ン

プ
２
０
１
８
in 

南
城
」
を
開

催
し
た
。
こ
の
研
修
は
、
社
協

中
堅
職
員
に
求
め
ら
れ
る
基
本

姿
勢
や
役
割
を
理
解
し
、
こ
れ

か
ら
の
社
協
の
中
心
を
担
っ
て

い
く
職
員
と
し
て
の
自
覚
や
目

標
を
持
つ
こ
と
を
目
的
に
開
催

し
た
も
の
で
、
採
用
か
ら
概
ね

10
年
以
上
の
職
員
を
対
象
と
し

て
い
る
。
13
市
町
村
社
協
か
ら

17
名
が
参
加
し
た
。

　
初
日
は
、Ｅ
Ｊ
ｉ
ｓ
ｓ
ａ
ｎ

キ
ャ
リ
ア
研
究
所
の
江
尻
育
弘

氏
を
講
師
に
招
き
、「
承
認
カ
ー

ド
を
用
い
た
カ
ー
ド
ワ
ー
ク
」

を
中
心
と
し
た
講
義
と
演
習
が

行
わ
れ
た
。
こ
の
中
で
江
尻
氏

は
、「
部
下
の
自
己
肯
定
感
を

満
た
す
に
は
『
承
認
』
す
る
こ

と
が
有
効
」と
述
べ
、「
承
認
は
、

よ
り
具
体
的
な
行
動
や
結
果
に

着
目
し
て
認
め
る
こ
と
」
と
解

説
し
た
。
そ
し
て
、
承
認
カ
ー

ド
を
用
い
て
の
自
身
の
承
認
力

の
確
認
を
行
っ
た
ほ
か
、
ロ
ー

ル
プ
レ
イ
イ
ン
グ
で
部
下
役
と

上
司
役
に
分
か
れ
て
の
承
認
の

演
習
を
行
っ
た

　
続
い
て
、
八
重
瀬
町
社
協
の

石
川
健
事
務
局
長
を
講
師
に
、

「
中
堅
社
協
マ
ン
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
〜
私
の
経
験
を
踏
ま
え

て
〜
」
と
題
し
た
講
話
が
あ
っ

た
。
石
川
事
務
局
長
は
、
旧
東

風
平
町
社
協
に
入
職
し
て
か
ら

現
在
に
至
る
ま
で
を
振
り
返
り

な
が
ら
、「
責
任
と
プ
ラ
イ
ド

を
も
っ
て
仕
事
を
す
べ
し
」
な

ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。

時
折
ユ
ー
モ
ア
を
織
り
交
ぜ
な

が
ら
、
社
協
や
後
輩
職
員
へ
の

と
と
し
て
い
る
。

　
市
町
村
圏
域
に
お
い
て
は
、

各
推
進
団
体
に
お
け
る
市
町
村

圏
域
の
団
体
が
主
体
と
な
っ

て
、
住
民
主
体
に
よ
る
支
え
合

い
の
仕
組
み
づ
く
り
を
基
盤
と

し
た
、
地
域
の
様
々
な
関
係
機

関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
等
の

取
り
組
み
の
検
討
・
実
施
や
、

支
え
合
い
活
動
の
担
い
手
で
あ

る
地
域
住
民
の
理
解
を
得
る
た

め
の
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

　
そ
の
他
に
も
推
進
会
議
で
は

本
運
動
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
企

業
、
団
体
及
び
個
人
を
対
象
と

し
た
「
Ｔ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｓ（
サ
ン

ク
ス
）運
動
協
賛
団
体
等
規
約
」

案
が
審
議
さ
れ
、承
認
さ
れ
た
。

地域の人々が明るいネットワークを築き支え合う社会を目指して

Ｔ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｓ

（
サ
ン
ク
ス
）運
動

第
２
回
推
進
会
議

を
開
催

　
３
月
５
日
、
県
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
ゆ
い
ホ
ー
ル
に
て
、「
Ｔ

Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｓ（
サ
ン
ク
ス
）
運

動
県
民
福
祉
講
演
会
」（
同
運

動
推
進
会
議
主
催
）
が
開
催
さ

れ
、
一
般
県
民
や
民
生
委
員
児

童
委
員
、
福
祉
関
係
団
体
及
び

行
政
関
係
者
等
１
０
５
名
が
参

加
し
た
。

　
初
め
に
、
県
社
協
の
新
崎
地

域
福
祉
部
長
か
ら
、
サ
ン
ク
ス

運
動
の
ね
ら
い
に
つ
い
て
触

れ
、「
地
域
の
人
々
が
明
る
い

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
く
社
会
を

目
指
す
も
の
」
で
あ
る
と
基
調

説
明
を
行
っ
た
。

　
次
に
、
公
益
財
団
法
人
沖
縄

県
労
働
者
福
祉
基
金
協
会
（
以

下「
労
福
協
」）沖
縄
県
就
職
・
生

活
支
援
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
総
括
責
任
者
の
濱
里

正
史
氏
か
ら
「
沖
縄
県
に
お
け

る
生
活
困
窮
者
へ
の
支
援
に
関

す
る
現
状
と
課
題
〜
サ
ン
ク
ス

運
動
の
展
開
を
踏
ま
え
て
〜
」

と
題
し
、
本
県
の
生
活
困
窮
者

を
取
り
巻
く
現
状
や
、
現
在
行

わ
れ
て
い
る
様
々
な
支
援
等
に

つ
い
て
の
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　
濱
里
氏
は
、
沖
縄
県
で
は
、

完
全
失
業
率
や
離
婚
率
が
高
い

こ
と
や
一
人
当
た
り
の
県
民
所

得
の
低
さ
等
の
課
題
が
あ
る

中
、「
生
活
困
窮
者
へ
の
支
援

は
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事

業
実
施
機
関
の
支
援
の
み
な
ら

ず
、
住
民
同
士
の
横
の
繋
が
り

や
支
え
合
い
活
動
を
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
大
切

だ
」
と
語
っ
た
。

　
ま
た
、
沖
縄
の
「
ゆ
い
ま
ー

る
」と
い
う
言
葉
に
も
触
れ「
地

域
住
民
や
関
係
機
関
が
連
携
し

て
課
題
を
抱
え
た
方
々
を
支
え

る
こ
と
も『
ゆ
い
ま
ー
る
』と
言

え
る
。こ
の
サ
ン
ク
ス
運
動
は
、

沖
縄
の
ゆ
い
ま
ー
る
の
心
の

『
見
え
る
化
・
仕
組
み
化
』
の

一
つ
に
な
り
え
る
」
と
サ
ン
ク

ス
運
動
の
重
要
性
を
語
っ
た
。

　
講
演
会
の
後
半
に
は
、
同
じ

く
労
福
協
那
覇
市
就
職
・
生
活

支
援
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
総
括
責
任
者
の
名
嘉
泰

氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、

パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
職
員
を
迎
え
、
高
齢
者
の

再
就
職
や
家
庭
内
暴
力
を
受
け

車
上
生
活
を
し
て
い
る
方
々
へ

の
支
援
に
関
す
る
事
例
発
表
が

行
わ
れ
た
。

　
名
嘉
氏
は
「
近
隣
の
目
が
気

に
な
り
相
談
し
づ
ら
い
と
思
っ

て
い
る
方
は
多
い
が
、
家
族
等

だ
け
で
は
な
く
、
周
囲
が
関

わ
っ
て
い
く
こ
と
で
相
談
・
支
援

に
繋
が
る
こ
と
も
あ
る
」
と
支

え
合
い
の
重
要
性
を
語
っ
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
一
人
で
抱

え
込
ま
ず
、
皆
で
知
恵
を
出
し

合
っ
て
支
援
を
行
っ
て
い
き
た

い
」、「
サ
ン
ク
ス
運
動
が
も
っ

と
広
が
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
」

な
ど
の
声
が
あ
っ
た
。

中
堅
職
員
に
求
め
ら
れ
る

基
本
姿
勢
を
学
ぶ

▲
研
修
会
で
は
、多
く
の
気
づ
き
や

　仲
間
と
の
交
流
が
生
ま
れ
た
。

べ
て
良
か
っ
た
」
等
の
意
見
が

寄
せ
ら
れ
た
。

愛
情
あ
ふ
れ
る
講
話
に
、
参
加

し
た
職
員
は
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
い
た
。

　
２
日
目
は
、「
社
協
が
目
指

す
将
来
像
＆
中
堅
職
員
が
目
指

す
職
員
像
」
を
テ
ー
マ
に
研
究

協
議
を
行
っ
た
。と
り
わ
け「
社

協
（
職
場
）
に
お
け
る
人
材
育

成
を
ど
う
進
め
て
い
く
か
」
に

焦
点
を
絞
り
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
行
っ
た
。

　
２
日
間
の
宿
泊
研
修
を
終
え

た
受
講
者
か
ら
は
、「
社
協
マ

ン
と
し
て
の
意
識
を
高
め
ら
れ

る
よ
う
自
身
を
見
直
し
た
い
」

と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ

た
。

▲第２回推進会議の様子

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
実
践
セ
ミ
ナ
ー

▲講演を行う濱里正史氏

▲参加者の様子

▲グループワークの様子

Ｔ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｓ

（
サ
ン
ク
ス
）運
動

県
民
福
祉
講
演
会

を
開
催

中
堅
's
キ
ャ
ン
プ

２
０
１
８
in 

南
城
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Ｔ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｓ（
サ
ン
ク
ス
）

運
動
推
進
会
議
（
湧
川
昌
秀
県

社
協
会
長
）
で
は
、
３
月
13
日

に
、
第
２
回
推
進
会
議
を
開
催

し
、Ｔ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｓ（
サ
ン
ク

ス
）
運
動
（
以
下
サ
ン
ク
ス
運

動
）の
平
成
30
年
度
事
業
計
画
・

予
算
案
が
承
認
さ
れ
た
。

　
本
運
動
の
基
本
的
な
方
針
と

し
て
、
今
年
度
２
年
目
を
迎
え

る
本
運
動
に
お
い
て
、
県
圏
域

で
は
、
運
動
の
推
進
体
制
を
強

化
す
る
と
と
も
に
、
県
民
へ
の

更
な
る
広
報
・
啓
発
活
動
の
強

化
や
、
各
市
町
村
・
地
区
圏
域

へ
の
運
動
の
普
及
啓
発
、
県
内

社
会
福
祉
法
人
の
地
域
に
お
け

る
公
益
的
な
取
り
組
み
と
の
連

携
、
協
賛
団
体
等
の
呼
び
か
け

に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い

る
。

　
地
区
圏
域
に
お
い
て
は
、
圏

域
内
へ
の
広
報
・
啓
発
活
動
を

図
る
と
と
も
に
、
市
町
村
単
位

で
解
決
で
き
な
い
課
題
の
共
有

や
対
応
策
の
研
究
を
進
め
る
こ

　
県
社
協
で
は
２
月
26
日
に
県

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、「
平
成
29
年
度
生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
実
践
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
し
、
県
内
社
協

や
行
政
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
等
の
職
員
計
92
名
が
参
加

し
た
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
は
改
正
介
護
保

険
法
の
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
や
協
議
体
の
取
り
組

み
事
例
を
発
信
す
る
と
と
も

に
、
支
え
合
い
の
体
制
づ
く
り

を
継
続
・
発
展
さ
せ
て
い
く
た

め
に
県
外
の
実
践
例
か
ら
学

び
、
今
後
の
活
動
の
あ
り
方
に

つ
い
て
考
え
る
こ
と
を
目
的
に

開
催
し
た
も
の
。

　
午
前
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち
な
か
研
究
所

わ
く
わ
く
の
宮
道
喜
一
事
務
局

長
を
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
に
迎

え
、「
地
域
福
祉
推
進
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
事
業
」
の
補
助
対
象

６
自
治
体
か
ら「
ニ
ー
ズ
調
査
・

協
働
の
場
づ
く
り
」
に
焦
点
を

当
て
た
、
取
り
組
み
内
容
・
成

果
に
つ
い
て
実
践
報
告
を
行
っ

た
。
多
良
間
村
か
ら
は
、
沖
縄

大
学
の
学
生
に
来
島
し
て
も
ら

い
、
戸
別
訪
問
で
聞
き
取
り
を

行
っ
た
こ
と
で
、
村
民
か
ら
生

活
課
題
に
つ
い
て
率
直
な
意
見

が
も
ら
え
た
こ
と
等
の
報
告
が

あ
っ
た
。
ま
た
、
大
宜
味
村
か

ら
は
ニ
ー
ズ
調
査
の
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
と
し
て
、
地
域
の
座
談

会
、（
通
称
ユ
ン
タ
ク
会
）
を

企
画
し
、
安
全
マ
ッ
プ
の
練
り

直
し
や
区
内
の
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
の
緊
急
連
絡
表
を
作
成

し
た
こ
と
等
の
報
告
が
な
さ
れ

た
。

　
午
後
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

一
般
社
団
法
人
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
ハ
ピ
ネ
ス
の
土

屋
幸
己
代
表
理
事
か
ら
県
外
で

の
実
践
例
を
交
ぜ
な
が
ら
生
活

支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
期

待
さ
れ
る
機
能
と
役
割
に
つ
い

て
基
調
講
演
が
行
わ
れ
た
。
後

半
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

が
地
域
住
民
と
と
も
に
実
施
す

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
疑
似
体

験
が
行
わ
れ
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
６
自
治
体

の
取
り
組
み
を
是
非
参
考
に
し

た
い
。」「
協
議
体
、
特
に
第
２

層
立
ち
上
げ
の
プ
ロ
セ
ス
を
学

　
沖
縄
県
市
町
村
社
会
福
祉
協

議
会
連
絡
協
議
会
（
県
社
連
）

と
県
社
協
で
は
、
３
月
６
日
と

７
日
の
両
日
、「
社
協
中
堅
職

員
宿
泊
研
修
・
中
堅
's
キ
ャ
ン

プ
２
０
１
８
in 
南
城
」
を
開

催
し
た
。
こ
の
研
修
は
、
社
協

中
堅
職
員
に
求
め
ら
れ
る
基
本

姿
勢
や
役
割
を
理
解
し
、
こ
れ

か
ら
の
社
協
の
中
心
を
担
っ
て

い
く
職
員
と
し
て
の
自
覚
や
目

標
を
持
つ
こ
と
を
目
的
に
開
催

し
た
も
の
で
、
採
用
か
ら
概
ね

10
年
以
上
の
職
員
を
対
象
と
し

て
い
る
。
13
市
町
村
社
協
か
ら

17
名
が
参
加
し
た
。

　
初
日
は
、Ｅ
Ｊ
ｉ
ｓ
ｓ
ａ
ｎ

キ
ャ
リ
ア
研
究
所
の
江
尻
育
弘

氏
を
講
師
に
招
き
、「
承
認
カ
ー

ド
を
用
い
た
カ
ー
ド
ワ
ー
ク
」

を
中
心
と
し
た
講
義
と
演
習
が

行
わ
れ
た
。
こ
の
中
で
江
尻
氏

は
、「
部
下
の
自
己
肯
定
感
を

満
た
す
に
は
『
承
認
』
す
る
こ

と
が
有
効
」と
述
べ
、「
承
認
は
、

よ
り
具
体
的
な
行
動
や
結
果
に

着
目
し
て
認
め
る
こ
と
」
と
解

説
し
た
。
そ
し
て
、
承
認
カ
ー

ド
を
用
い
て
の
自
身
の
承
認
力

の
確
認
を
行
っ
た
ほ
か
、
ロ
ー

ル
プ
レ
イ
イ
ン
グ
で
部
下
役
と

上
司
役
に
分
か
れ
て
の
承
認
の

演
習
を
行
っ
た

　
続
い
て
、
八
重
瀬
町
社
協
の

石
川
健
事
務
局
長
を
講
師
に
、

「
中
堅
社
協
マ
ン
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
〜
私
の
経
験
を
踏
ま
え

て
〜
」
と
題
し
た
講
話
が
あ
っ

た
。
石
川
事
務
局
長
は
、
旧
東

風
平
町
社
協
に
入
職
し
て
か
ら

現
在
に
至
る
ま
で
を
振
り
返
り

な
が
ら
、「
責
任
と
プ
ラ
イ
ド

を
も
っ
て
仕
事
を
す
べ
し
」
な

ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。

時
折
ユ
ー
モ
ア
を
織
り
交
ぜ
な

が
ら
、
社
協
や
後
輩
職
員
へ
の

と
と
し
て
い
る
。

　
市
町
村
圏
域
に
お
い
て
は
、

各
推
進
団
体
に
お
け
る
市
町
村

圏
域
の
団
体
が
主
体
と
な
っ

て
、
住
民
主
体
に
よ
る
支
え
合

い
の
仕
組
み
づ
く
り
を
基
盤
と

し
た
、
地
域
の
様
々
な
関
係
機

関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
等
の

取
り
組
み
の
検
討
・
実
施
や
、

支
え
合
い
活
動
の
担
い
手
で
あ

る
地
域
住
民
の
理
解
を
得
る
た

め
の
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

　
そ
の
他
に
も
推
進
会
議
で
は

本
運
動
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
企

業
、
団
体
及
び
個
人
を
対
象
と

し
た
「
Ｔ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｓ（
サ
ン

ク
ス
）運
動
協
賛
団
体
等
規
約
」

案
が
審
議
さ
れ
、承
認
さ
れ
た
。

地域の人々が明るいネットワークを築き支え合う社会を目指して

Ｔ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｓ

（
サ
ン
ク
ス
）運
動

第
２
回
推
進
会
議

を
開
催

　
３
月
５
日
、
県
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
ゆ
い
ホ
ー
ル
に
て
、「
Ｔ

Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｓ（
サ
ン
ク
ス
）
運

動
県
民
福
祉
講
演
会
」（
同
運

動
推
進
会
議
主
催
）
が
開
催
さ

れ
、
一
般
県
民
や
民
生
委
員
児

童
委
員
、
福
祉
関
係
団
体
及
び

行
政
関
係
者
等
１
０
５
名
が
参

加
し
た
。

　
初
め
に
、
県
社
協
の
新
崎
地

域
福
祉
部
長
か
ら
、
サ
ン
ク
ス

運
動
の
ね
ら
い
に
つ
い
て
触

れ
、「
地
域
の
人
々
が
明
る
い

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
く
社
会
を

目
指
す
も
の
」
で
あ
る
と
基
調

説
明
を
行
っ
た
。

　
次
に
、
公
益
財
団
法
人
沖
縄

県
労
働
者
福
祉
基
金
協
会
（
以

下「
労
福
協
」）沖
縄
県
就
職
・
生

活
支
援
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
総
括
責
任
者
の
濱
里

正
史
氏
か
ら
「
沖
縄
県
に
お
け

る
生
活
困
窮
者
へ
の
支
援
に
関

す
る
現
状
と
課
題
〜
サ
ン
ク
ス

運
動
の
展
開
を
踏
ま
え
て
〜
」

と
題
し
、
本
県
の
生
活
困
窮
者

を
取
り
巻
く
現
状
や
、
現
在
行

わ
れ
て
い
る
様
々
な
支
援
等
に

つ
い
て
の
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　
濱
里
氏
は
、
沖
縄
県
で
は
、

完
全
失
業
率
や
離
婚
率
が
高
い

こ
と
や
一
人
当
た
り
の
県
民
所

得
の
低
さ
等
の
課
題
が
あ
る

中
、「
生
活
困
窮
者
へ
の
支
援

は
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事

業
実
施
機
関
の
支
援
の
み
な
ら

ず
、
住
民
同
士
の
横
の
繋
が
り

や
支
え
合
い
活
動
を
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
大
切

だ
」
と
語
っ
た
。

　
ま
た
、
沖
縄
の
「
ゆ
い
ま
ー

る
」と
い
う
言
葉
に
も
触
れ「
地

域
住
民
や
関
係
機
関
が
連
携
し

て
課
題
を
抱
え
た
方
々
を
支
え

る
こ
と
も『
ゆ
い
ま
ー
る
』と
言

え
る
。こ
の
サ
ン
ク
ス
運
動
は
、

沖
縄
の
ゆ
い
ま
ー
る
の
心
の

『
見
え
る
化
・
仕
組
み
化
』
の

一
つ
に
な
り
え
る
」
と
サ
ン
ク

ス
運
動
の
重
要
性
を
語
っ
た
。

　
講
演
会
の
後
半
に
は
、
同
じ

く
労
福
協
那
覇
市
就
職
・
生
活

支
援
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
総
括
責
任
者
の
名
嘉
泰

氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、

パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
職
員
を
迎
え
、
高
齢
者
の

再
就
職
や
家
庭
内
暴
力
を
受
け

車
上
生
活
を
し
て
い
る
方
々
へ

の
支
援
に
関
す
る
事
例
発
表
が

行
わ
れ
た
。

　
名
嘉
氏
は
「
近
隣
の
目
が
気

に
な
り
相
談
し
づ
ら
い
と
思
っ

て
い
る
方
は
多
い
が
、
家
族
等

だ
け
で
は
な
く
、
周
囲
が
関

わ
っ
て
い
く
こ
と
で
相
談
・
支
援

に
繋
が
る
こ
と
も
あ
る
」
と
支

え
合
い
の
重
要
性
を
語
っ
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
一
人
で
抱

え
込
ま
ず
、
皆
で
知
恵
を
出
し

合
っ
て
支
援
を
行
っ
て
い
き
た

い
」、「
サ
ン
ク
ス
運
動
が
も
っ

と
広
が
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
」

な
ど
の
声
が
あ
っ
た
。

中
堅
職
員
に
求
め
ら
れ
る

基
本
姿
勢
を
学
ぶ

▲
研
修
会
で
は
、多
く
の
気
づ
き
や

　仲
間
と
の
交
流
が
生
ま
れ
た
。

べ
て
良
か
っ
た
」
等
の
意
見
が

寄
せ
ら
れ
た
。

愛
情
あ
ふ
れ
る
講
話
に
、
参
加

し
た
職
員
は
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
い
た
。

　
２
日
目
は
、「
社
協
が
目
指

す
将
来
像
＆
中
堅
職
員
が
目
指

す
職
員
像
」
を
テ
ー
マ
に
研
究

協
議
を
行
っ
た
。と
り
わ
け「
社

協
（
職
場
）
に
お
け
る
人
材
育

成
を
ど
う
進
め
て
い
く
か
」
に

焦
点
を
絞
り
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
行
っ
た
。

　
２
日
間
の
宿
泊
研
修
を
終
え

た
受
講
者
か
ら
は
、「
社
協
マ

ン
と
し
て
の
意
識
を
高
め
ら
れ

る
よ
う
自
身
を
見
直
し
た
い
」

と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ

た
。

▲第２回推進会議の様子

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
実
践
セ
ミ
ナ
ー

▲講演を行う濱里正史氏

▲参加者の様子

▲グループワークの様子

Ｔ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｓ

（
サ
ン
ク
ス
）運
動

県
民
福
祉
講
演
会

を
開
催

中
堅
's
キ
ャ
ン
プ
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県
社
協
で
は
３
月
12
日
、
沖

縄
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
、

那
覇
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
共

催
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
地
域
活

動
交
流
会
を
開
催
し
た
。

　
本
交
流
会
は
、
首
里
地
区
に

居
住
さ
れ
て
い
る
か
り
ゆ
し
長

寿
大
学
校
の
卒
業
生
を
対
象
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
地
域
活
動
等

の
参
加
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、

各
期
を
超
え
た
交
流
を
目
的
に

開
催
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
38

名
が
参
加
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
首
里
地
区
で
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
５
団
体

よ
り
活
動
紹
介
が
行
わ
れ
た
。

・
多
種
多
様
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
紹
介
や
要
支
援
者
の
日

常
生
活
支
援
を
行
う
有
償
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
生
活
支
援
サ
ポ
ー

タ
ー
の
紹
介
。

・
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
た
め

に
行
っ
て
い
る
、
子
ど
も
食
堂

や
学
習
支
援
等
の
活
動
紹
介
。

・
地
域
の
中
で
支
え
合
い
、
高

齢
者
が
い
き
い
き
と
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
す
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築

の
紹
介
。

・
地
域
で
子
育
て
や
介
護
等
で

の
不
安
や
困
り
ご
と
が
あ
る
住

民
の
良
き
相
談
者
を
担
う
民
生

委
員
児
童
委
員
活
動
の
紹
介
。

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し

地
域
貢
献
を
奨
励
・
支
援
し
、

自
身
の
生
き
が
い
づ
く
り
社
会

参
加
を
通
じ
た
介
護
予
防
を
目

的
と
す
る
、
ち
ゃ
ー
が
ん
じ
ゅ

う
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
紹
介
。

　
続
く
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ（
情
報
交
換
＆

意
見
交
換
）で
は
、５
団
体
に
分

か
れ
ブ
ー
ス
を
作
り
、参
加
者

は
自
ら
が
興
味
を
持
っ
た
ブ
ー

ス
に
行
き
、代
表
者
の
想
い
に
耳

を
傾
け
、ま
た
時
折
笑
い
声
を
交

え
な
が
ら
、活
発
に
話
し
合
う

姿
が
多
く
見
受
け
ら
れ
た
。

　
交
流
会
最
後
に
は
総
括
と
し

て
、
那
覇
市
社
会
福
祉
協
議
会

山
城
章
事
務
局
長
か
ら
「
参
加

者
の
皆
様
も
さ
ま
ざ
ま
な
地
域

活
動
に
所
属
し
、
地
域
の
誰
も

が
、
安
心
し
て
生
活
す
る
こ
と

の
で
き
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

の
実
現
に
向
け
共
に
目
指
し
ま

し
ょ
う
。」
と
思
い
を
述
べ
た
。
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県
社
協
で
は
去
る
３
月
７
日
、

県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
社
会
福
祉
法
人
の
地
域
に

お
け
る
公
益
的
な
取
り
組
み

「
相
談
対
応
職
員
研
修
会
」
を

開
催
し
た
。

　
本
研
修
会
は
、
平
成
29
年
１

月
に
県
内
社
会
福
祉
法
人
の
総

意
に
よ
り
策
定
し
た
「
沖
縄
県

内
社
会
福
祉
法
人
の
地
域
に
お

け
る
公
益
的
な
取
り
組
み
指

針
」（
以
下
、「
指
針
」
と
い
う
。）

に
基
づ
き
、
各
法
人
・
施
設
に

配
置
さ
れ
た（
配
置
予
定
含
む
）

相
談
対
応
職
員
を
対
象
に
初
め

て
開
催
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
指
針
で
は
、
各
社
会
福
祉
法

人
の
運
営
す
る
施
設
・
事
業
所

は
、
地
域
住
民
の
福
祉
・
生
活

課
題
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
た

支
援
を
行
う
と
さ
れ
て
い
る
。

様
々
な
課
題
を
抱
え
た
住
民
か

ら
の
相
談
に
ど
の
よ
う
に
対
応

し
た
ら
良
い
の
か
に
つ
い
て
、

基
本
的
な
相
談
対
応
の
姿
勢
や

援
助
技
術
を
学
ぶ
こ
と
と
、
同

じ
地
域
の
他
の
法
人
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
な
が
ら
支

援
策
を
講
じ
て
い
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
研
修
を
行
っ
た
。

　　
研
修
講
師
に
は
、
沖
縄
県
社

会
福
祉
士
会
会
長
の
竹
藤
登
氏

を
迎
え
、
様
々
な
ニ
ー
ズ
を
持

つ
対
象
者
の
理
解
と
し
て
、
個

別
化
や
秘
密
保
持
、
自
己
覚
知
、

受
容
な
ど
の
相
談
対
応
の
基
本

か
ら
改
め
て
相
談
援
助
技
術
に

つ
い
て
学
ん
だ
。

　
ま
た
、
演
習
で
は
矯
正
施
設

を
退
所
し
た
高
齢
女
性
の
地
域

で
の
生
活
課
題
に
つ
い
て
、
参

加
者
自
身
の
施
設
が
所
在
す
る

市
町
村
ご
と
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
検
討
を
行
っ
た
。

　
受
講
者
か
ら
は
、「
専
門
分

野
で
は
な
い
相
談
に
つ
い
て
は
、

受
け
ら
れ
な
い
も
の
だ
と
思
い

込
ん
で
い
ま
し
た
が
、
本
当
に

地
域
の
声
と
い
う
も
の
を
受
け

止
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
と

思
っ
た
」、「
分
野
を
問
わ
ず

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
な
げ
、
広

い
社
会
的
な
支
援
に
つ
い
て
考

え
た
貴
重
な
時
間
と
な
っ
た
」、

「
色
々
な
分
野
の
方
と
の
事
例

検
討
は
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。

お
互
い
の
強
み
な
ど
を
情
報
交

換
で
き
た
の
は
収
穫
で
し
た
」

な
ど
の
感
想
が
あ
が
っ
て
い
た
。

　
地
域
住
民
の
身
近
な
相
談
窓

口
と
し
て
社
会
福
祉
法
人
の
施

設
・
事
業
所
が
そ
の
役
割
を
発

揮
し
て
い
く
た
め
に
、
今
後
も

相
談
担
当
者
の
資
質
向
上
や
種

別
を
超
え
た
地
域
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
に
向
け
て
、
本
会

と
し
て
も
引
き
続
き
、
研
修
会

等
を
実
施
し
て
い
く
予
定
で
あ

る
。

　
沖
縄
県
老
人
施
設
協
議
会
で

は
、
岡
勇
樹
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

U
bdobe

代
表
理
事
）
及
び
吉

井
美
香
氏
（
同
法
人
社
員
）
を

招
き
、
介
護
の
現
場
で
働
く
職

員
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
３
月

９
日
に
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
開
催
し
、
20
代
〜
40
代
の
若

手
職
員
約
60
名
が
参
加
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
岡
氏
の
講
演

の
後
、
商
品
開
発
型
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
た
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
介

護
の
現
場
で
の
困
り
ご
と
や
日

頃
の
思
い
を
言
葉
に
し
、
利
用

者
も
職
員
自
身
も
ハ
ッ
ピ
ー
に

な
れ
る
商
品
を
自
由
な
発
想
で

形
に
す
る
作
業
を
行
い
、
各
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
福
祉
用
具
の
商

品
化
に
向
け
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
日
々
の

業
務
で
思
う
こ
と
、
改
善
し
た

い
こ
と
を
形
に
す
る
こ
と
で
、

多
角
的
に
自
分
の
業
務
を
見
直

す
こ
と
が
で
き
た
」「
一
つ
の

こ
と
で
も
自
分
だ
け
の
考
え
だ

け
だ
と
一
定
の
価
値
観
し
か
生

ま
れ
な
い
。
色
々
な
人
と
の
話

し
合
い
で
新
し
い
こ
と
が
生
ま

れ
て
く
る
と
い
う
こ
と
を
、
今

後
も
職
場
で
活
か
し
て
い
き
た

い
」「
明
る
い
福
祉
を
知
っ
て

ほ
し
い
」
な
ど
と
い
っ
た
感
想

が
寄
せ
ら
れ
た
。

【
ボ
ラ
セ
ン
・
生
活
支
援

  
サ
ポ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
】

（
沖
縄
県
老
施
協
21
世
紀
セ
ミ
ナ
ー
）

「
相
談
対
応
職
員
研
修
会
」を
初
め
て
開
催

〜
社
協
・
高
齢
・
障
害
・
保
育
な
ど
の
職
員
79
名
が
参
加
〜

社
会
福
祉
法
人
の
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
り
組
み

「
介
護
の
現
場
で
、思
い
を
形
に
！
」

「
介
護
の
現
場
で
、思
い
を
形
に
！
」

192
名
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
が
入
学

13 2018.5.1福祉情報おきなわ

▲ワークショップ　ワールドカフェの様子

那
覇
市
社
会
福
祉
協
議
会

1

【
民
生
委
員
活
動
に
つ
い
て
】

首
里
第
三
民
児
協

4

【
こ
ど
も
の
居
場
所
作
り
】

お
き
な
わ
子
育
て
ラ
イ
フ

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

2

【
介
護
者
の
つ
ど
い
の
場
】

那
覇
市
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
石
嶺

3【
ポ
イ
ン
ト
制
度
及
び
介
護

予
防
リ
ー
ダ
ー
の
取
組
み
】

那
覇
市
役
所
福
祉
部

ち
ゃ
ー
が
ん
じ
ゅ
う
課

5

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
地
域
活
動
交
流
会

か
り
ゆ
し
長
寿
大
学
校
卒
業
生（
首
里
地
区
在
住
）

　
去
っ
た
４
月
12
日
、
沖
縄
県

か
り
ゆ
し
長
寿
大
学
校
28
期
生

入
学
式
が
行
わ
れ
た
。
学
生
は

み
な
緊
張
し
た
表
情
の
中
に
も

大
学
校
で
学
ぶ
意
欲
が
感
じ
ら

れ
た
。
　
今
期
の
入
学
生
は
、

地
域
文
化
学
科
64
名
、
健
康
福

祉
学
科
64
名
、
生
活
環
境
学
科

64
名
の
合
計
１
９
２
名
（
男
性

81
名
、
女
性
１
１
１
名
）

　
式
典
で
は
、
湧
川
昌
秀
学
長

か
ら
「
本
校
に
お
い
て
新
た
な

知
識
を
習
得
し
、
卒
業
後
は
活

力
あ
る
長
寿
社
会
づ
く
り
の
推

進
役
と
な
る
よ
う
、
大
い
に
研

鑽
を
積
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
挨

拶
が
行
わ
れ
た
。

　
入
学
生
誓
い
の
言
葉
で
は
、

入
学
生
を
代
表
し
て
木
曜
日

コ
ー
ス
生
活
環
境
学
科
の
中
島

脩
さ
ん
と
木
曜
日
コ
ー
ス
地
域

文
化
学
科
の
新
里
初
子
さ
ん
が

「
学
業
に
励
み
自
己
啓
発
に
努

め
ま
す
」
と
述
べ
た
。

　
新
入
学
生
は
こ
れ
か
ら
約
１

年
間
、
大
学
校
で
の
一
般
教
養

課
程
や
専
門
課
程
の
講
義
、
大

運
動
会
や
学
習
発
表
会
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
活
動

等
を
学

び
、
地

域
活
動

の
担
い

手
と
な

る
。

▲湧川学長からの式辞

▲火曜日コースの学生▲グループワークの様子

▲セミナーの様子

▲学生代表の
新里さんと中島さん

沖 縄 県
か り ゆ し
長寿大学校



　
県
社
協
で
は
３
月
12
日
、
沖

縄
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
、

那
覇
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
共

催
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
地
域
活
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交
流
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を
開
催
し
た
。
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交
流
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首
里
地
区
に

居
住
さ
れ
て
い
る
か
り
ゆ
し
長

寿
大
学
校
の
卒
業
生
を
対
象
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
地
域
活
動
等

の
参
加
促
進
を
図
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と
と
も
に
、

各
期
を
超
え
た
交
流
を
目
的
に

開
催
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
38

名
が
参
加
し
た
。

　
は
じ
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に
、
首
里
地
区
で
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
５
団
体

よ
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活
動
紹
介
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行
わ
れ
た
。
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多
種
多
様
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
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紹
介
や
要
支
援
者
の
日

常
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を
行
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有
償
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
生
活
支
援
サ
ポ
ー

タ
ー
の
紹
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・
子
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貧
困
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た
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行
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の
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て
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困
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あ
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を
担
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生

委
員
児
童
委
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活
動
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・
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ラ
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テ
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活
動
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貢
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、
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が
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社
会

参
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を
通
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予
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を
目
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と
す
る
、
ち
ゃ
ー
が
ん
じ
ゅ

う
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
紹
介
。

　
続
く
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ（
情
報
交
換
＆

意
見
交
換
）で
は
、５
団
体
に
分

か
れ
ブ
ー
ス
を
作
り
、参
加
者

は
自
ら
が
興
味
を
持
っ
た
ブ
ー

ス
に
行
き
、代
表
者
の
想
い
に
耳

を
傾
け
、ま
た
時
折
笑
い
声
を
交

え
な
が
ら
、活
発
に
話
し
合
う

姿
が
多
く
見
受
け
ら
れ
た
。

　
交
流
会
最
後
に
は
総
括
と
し

て
、
那
覇
市
社
会
福
祉
協
議
会

山
城
章
事
務
局
長
か
ら
「
参
加

者
の
皆
様
も
さ
ま
ざ
ま
な
地
域

活
動
に
所
属
し
、
地
域
の
誰
も

が
、
安
心
し
て
生
活
す
る
こ
と

の
で
き
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

の
実
現
に
向
け
共
に
目
指
し
ま

し
ょ
う
。」
と
思
い
を
述
べ
た
。
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や
秘
密
保
持
、
自
己
覚
知
、

受
容
な
ど
の
相
談
対
応
の
基
本

か
ら
改
め
て
相
談
援
助
技
術
に

つ
い
て
学
ん
だ
。

　
ま
た
、
演
習
で
は
矯
正
施
設

を
退
所
し
た
高
齢
女
性
の
地
域

で
の
生
活
課
題
に
つ
い
て
、
参

加
者
自
身
の
施
設
が
所
在
す
る

市
町
村
ご
と
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
検
討
を
行
っ
た
。

　
受
講
者
か
ら
は
、「
専
門
分

野
で
は
な
い
相
談
に
つ
い
て
は
、

受
け
ら
れ
な
い
も
の
だ
と
思
い

込
ん
で
い
ま
し
た
が
、
本
当
に

地
域
の
声
と
い
う
も
の
を
受
け

止
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
と

思
っ
た
」、「
分
野
を
問
わ
ず

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
な
げ
、
広

い
社
会
的
な
支
援
に
つ
い
て
考

え
た
貴
重
な
時
間
と
な
っ
た
」、

「
色
々
な
分
野
の
方
と
の
事
例

検
討
は
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。

お
互
い
の
強
み
な
ど
を
情
報
交

換
で
き
た
の
は
収
穫
で
し
た
」

な
ど
の
感
想
が
あ
が
っ
て
い
た
。

　
地
域
住
民
の
身
近
な
相
談
窓

口
と
し
て
社
会
福
祉
法
人
の
施

設
・
事
業
所
が
そ
の
役
割
を
発

揮
し
て
い
く
た
め
に
、
今
後
も

相
談
担
当
者
の
資
質
向
上
や
種

別
を
超
え
た
地
域
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
に
向
け
て
、
本
会

と
し
て
も
引
き
続
き
、
研
修
会

等
を
実
施
し
て
い
く
予
定
で
あ

る
。

　
沖
縄
県
老
人
施
設
協
議
会
で

は
、
岡
勇
樹
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

U
bdobe

代
表
理
事
）
及
び
吉

井
美
香
氏
（
同
法
人
社
員
）
を

招
き
、
介
護
の
現
場
で
働
く
職

員
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
３
月

９
日
に
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
開
催
し
、
20
代
〜
40
代
の
若

手
職
員
約
60
名
が
参
加
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
岡
氏
の
講
演

の
後
、
商
品
開
発
型
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
た
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
介

護
の
現
場
で
の
困
り
ご
と
や
日

頃
の
思
い
を
言
葉
に
し
、
利
用

者
も
職
員
自
身
も
ハ
ッ
ピ
ー
に

な
れ
る
商
品
を
自
由
な
発
想
で

形
に
す
る
作
業
を
行
い
、
各
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
福
祉
用
具
の
商

品
化
に
向
け
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
日
々
の

業
務
で
思
う
こ
と
、
改
善
し
た

い
こ
と
を
形
に
す
る
こ
と
で
、

多
角
的
に
自
分
の
業
務
を
見
直

す
こ
と
が
で
き
た
」「
一
つ
の

こ
と
で
も
自
分
だ
け
の
考
え
だ

け
だ
と
一
定
の
価
値
観
し
か
生

ま
れ
な
い
。
色
々
な
人
と
の
話

し
合
い
で
新
し
い
こ
と
が
生
ま

れ
て
く
る
と
い
う
こ
と
を
、
今

後
も
職
場
で
活
か
し
て
い
き
た

い
」「
明
る
い
福
祉
を
知
っ
て

ほ
し
い
」
な
ど
と
い
っ
た
感
想

が
寄
せ
ら
れ
た
。

【
ボ
ラ
セ
ン
・
生
活
支
援

  

サ
ポ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
】

（
沖
縄
県
老
施
協
21
世
紀
セ
ミ
ナ
ー
）

「
相
談
対
応
職
員
研
修
会
」を
初
め
て
開
催

〜
社
協
・
高
齢
・
障
害
・
保
育
な
ど
の
職
員
79
名
が
参
加
〜

社
会
福
祉
法
人
の
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
り
組
み

「
介
護
の
現
場
で
、思
い
を
形
に
！
」

「
介
護
の
現
場
で
、思
い
を
形
に
！
」

192
名
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
が
入
学
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▲ワークショップ　ワールドカフェの様子

那
覇
市
社
会
福
祉
協
議
会

1

【
民
生
委
員
活
動
に
つ
い
て
】

首
里
第
三
民
児
協

4

【
こ
ど
も
の
居
場
所
作
り
】

お
き
な
わ
子
育
て
ラ
イ
フ

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

2

【
介
護
者
の
つ
ど
い
の
場
】

那
覇
市
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
石
嶺

3【
ポ
イ
ン
ト
制
度
及
び
介
護

予
防
リ
ー
ダ
ー
の
取
組
み
】

那
覇
市
役
所
福
祉
部

ち
ゃ
ー
が
ん
じ
ゅ
う
課

5

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
地
域
活
動
交
流
会

か
り
ゆ
し
長
寿
大
学
校
卒
業
生（
首
里
地
区
在
住
）

　
去
っ
た
４
月
12
日
、
沖
縄
県

か
り
ゆ
し
長
寿
大
学
校
28
期
生

入
学
式
が
行
わ
れ
た
。
学
生
は

み
な
緊
張
し
た
表
情
の
中
に
も

大
学
校
で
学
ぶ
意
欲
が
感
じ
ら

れ
た
。
　
今
期
の
入
学
生
は
、

地
域
文
化
学
科
64
名
、
健
康
福

祉
学
科
64
名
、
生
活
環
境
学
科

64
名
の
合
計
１
９
２
名
（
男
性

81
名
、
女
性
１
１
１
名
）

　
式
典
で
は
、
湧
川
昌
秀
学
長

か
ら
「
本
校
に
お
い
て
新
た
な

知
識
を
習
得
し
、
卒
業
後
は
活

力
あ
る
長
寿
社
会
づ
く
り
の
推

進
役
と
な
る
よ
う
、
大
い
に
研

鑽
を
積
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
挨

拶
が
行
わ
れ
た
。

　
入
学
生
誓
い
の
言
葉
で
は
、

入
学
生
を
代
表
し
て
木
曜
日

コ
ー
ス
生
活
環
境
学
科
の
中
島

脩
さ
ん
と
木
曜
日
コ
ー
ス
地
域

文
化
学
科
の
新
里
初
子
さ
ん
が

「
学
業
に
励
み
自
己
啓
発
に
努

め
ま
す
」
と
述
べ
た
。

　
新
入
学
生
は
こ
れ
か
ら
約
１

年
間
、
大
学
校
で
の
一
般
教
養

課
程
や
専
門
課
程
の
講
義
、
大

運
動
会
や
学
習
発
表
会
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
活
動

等
を
学

び
、
地

域
活
動

の
担
い

手
と
な

る
。

▲湧川学長からの式辞

▲火曜日コースの学生▲グループワークの様子

▲セミナーの様子

▲学生代表の
新里さんと中島さん

沖 縄 県
か り ゆ し
長寿大学校



 ※

こ
ち
ら
か
ら
出
向
い
て
行
い
ま
す

☆
ら
く
ら
く
介
護
講
座

対
象
：
一
般
県
民
向
け

☆
出
張
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座

対
象
：
介
護
従
事
者
向
け

　　
国
内
約
50
以
上
の
メ
ー
カ
ー
が
出
展
す

る
福
祉
機
器
展
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
い

ろ
い
ろ
な
福
祉
用
具
や
新
商
品
の
出
展
も

数
多
く
、「
見
て
」「
触
れ
て
」「
体
験
」
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

　
同
時
に
さ
ま
ざ
ま
な
研
修
会
も
行
い
ま

す
。
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

本
年
度
は
７
／
６（
金
）・
７（
土
）の

２
日
間
の
開
催
予
定
で
す

　
県
社
協
で
は
、
３
月
11
日
に
沖
縄
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
劇
場
棟
に
て

「
第
44
回
芸
能
の
夕
べ
」
を
開
催
し
た
。

　
本
公
演
は
、
沖
縄
新
進
芸
能
家
協
会
、

都
山
流
尺
八
沖
縄
県
支
部
、
西
川
流
沖

縄
県
支
部
、
生
田
流
筝
曲
沖
縄
筑
紫
会

か
ら
約
２
５
０
名
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

出
演
さ
れ
、琉
球
舞
踊
や
日
本
舞
踊
、
筝

曲
及
び
尺
八
の
演
奏
を
披
露
し
た
。

　
演
奏
者
１
０
９
名
に
よ
る
壮
大
な
琉
球

筝
曲
合
奏
と
古
典
音
楽
斉
唱
が
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
を
飾
り
、以
下
15
演
目
が
行
わ
れ

来
場
者
５
７
３
名
を
楽
し
ま
せ
た
。

　
ま
た
、
本
公
演
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、

県
内
の
企
業
・
団
体
へ
チ
ケ
ッ
ト
購
入

に
つ
い
て

協
力
を
求

め
た
と
こ

ろ
、２
０
６

の
企
業
・

団
体
か
ら

御
協
力
い

た
だ
い
た
。

　
本
公
演
の
収
益
金
は
、
全
額
社
会
福

祉
活
動
資
金
や
県
内
の
福
祉
団
体
へ
の

活
動
助
成
金
等
と
し
て
有
効
に
活
用
さ

れ
る
。

　
　

　『
第
44
回
芸
能
の
夕
べ
』
に
御
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
出
演
団
体
を
は
じ
め
、

協
賛
を
い
た
だ
い
た
企
業
や
関
係
者
の

皆
様
、
そ
し
て
御
来
場
い
た
だ
き
ま
し

た
皆
様
へ
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

１
．
沖
縄
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
昇 
任
　

大
城
千
尋
＝
施
設
団
体
福
祉
部
主
査
、

宮
平 

英
樹
＝
福
祉
人
材
研
修
セ
ン
タ
ー

主
任
、
新
垣 

安
大
＝
福
祉
人
材
研
修
セ

ン
タ
ー
主
任
、
大
城 
利
公
＝
地
域
福
祉

部
主
任

　
異 

動
　

伊
良
皆 

和
弘
＝
総
務
企
画
部
副
部
長
、

儀
間
健
一
郎
＝
地
域
福
祉
部
副
部
長
、

根
路
銘 

夕
貴
＝
地
域
福
祉
部
主
事
、
宮

里 

尚
弥
＝
施
設
団
体
福
祉
部
主
事
、
松

島 

千
佳
＝
民
生
部
主
任
、
新
垣 

圭
子
＝

福
祉
人
材
研
修
セ
ン
タ
ー
副
所
長
、
高

橋 

宏
明
＝
福
祉
人
材
研
修
セ
ン
タ
ー
主

査
、
外
間 

沙
季
＝
福
祉
人
材
研
修
セ
ン

タ
ー
主
任

２
．
沖
縄
県
共
同
募
金
会

　
昇 

任
　

川
満 

大
＝
沖
縄
県
共
同
募
金
会
主
査

 ※

沖
縄
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催

☆
は
じ
め
て
の
介
護
講
座
（
前
期
・
後
期
）

日
程
：（
前
期
）５
／
２（
水
）〜
５
／
16（
水
）

日
程
：（
後
期
）12
／
５（
水
）〜
12
／
19（
水
）

対
象
：
一
般
県
民
向
け

※

す
べ
て
受
講
で
き
る
方
が
対
象

☆
テ
ー
マ
別
介
護
講
座

日
程
：
５
／
23
（
水
）・
５
／
30
（
水
）

　
　
　
６
／
６
（
水
）

　
　
　
11
／
14
（
水
）・
11
／
21
（
水
）

　
　
　
11
／
28
（
水
）

対
象
：
一
般
県
民
・
介
護
従
事
者
向
け

☆
お
試
し
！
ミ
ニ
講
座

日
程
：
４
／
24
（
火
）・
６
／
26
（
火
）

　
　
　
８
／
21
（
火
）・
10
／
23
（
火
）

　
　
　
12
／
25
（
火
）

対
象
：
一
般
県
民
向
け

☆
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座

日
程
：
８
／
１
（
水
）・
８
／
８
（
水
）

　
　
　
８
／
15
（
水
）・
８
／
22
（
水
）

対
象
：
介
護
従
事
者
向
け

※

す
べ
て
受
講
で
き
る
方
が
対
象

※

１
事
業
所
に
つ
き
１
名
ま
で
。
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高
齢
者
や
障
が
い
者
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
自
立
し
た
在
宅
生
活
を
送
る
こ

と
が
出
来
る
よ
う
支
援
す
る
機
関
で
す
。

　
各
種
講
座
及
び
研
修
会
の
開
催
な
ど
介
護
力
の
サ
ポ
ー
ト
や
普
及
活
動
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
県
社
協
・
福
祉
人
材
研
修
セ

ン
タ
ー
で
は
、
県
か
ら
指
定
を

受
け
介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
）
の
資
格
取
得
の

要
件
と
な
る
介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験
を
実
施
し

て
い
る
が
、
そ
の
受
験
資
格
が
、

今
年
度
大
き
く
変
わ
る
。

　
平
成
24
年
に
厚
生
労
働
省
で

開
催
さ
れ
た
「
介
護
支
援
専
門

員
の
資
質
向
上
と
今
後
の
あ
り

方
に
関
す
る
検
討
会
」
の
中
で
、

介
護
支
援
専
門
員
の
資
質
向
上

に
向
け
た
議
論
が
な
さ
れ
、
そ

の
意
見
を
基
に
平
成
27
年
度
か

ら
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修

受
講
試
験
の
受
験
資
格
の
見
直

し
が
行
わ
れ
た
。
受
験
資
格
の

改
定
は
、
３
年
間
の
猶
予
期
間

を
経
て
、
今
年
度
の
試
験
か
ら

導
入
さ
れ
る
。

【
受
験
資
格
改
定
の
経
緯
】

　
介
護
支
援
専
門
員
は
、
介
護

保
険
制
度
下
に
お
い
て
、
利
用

者
が
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営

む
の
に
必
要
な
援
助
に
関
す
る

専
門
的
知
識
を
有
す
る
も
の
と

し
て
、
重
要
な
専
門
職
で
あ
る
。

ま
た
、
高
齢
者
に
対
し
住
み
慣

れ
た
地
域
の
も
と
で
、
多
職
種

連
携
に
よ
る
医
療
・
介
護
・
予

防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
く
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
一
翼
と
し
て
、
能
力

発
揮
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
一
方
で
、
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
以
外
の
職
種
連
携
が

十
分
に
機
能
し
て
い
な
い
、
介

護
保
険
の
理
念
で
あ
る
「
自
立

支
援
」
の
考
え
が
十
分
に
共
有

さ
れ
て
い
な
い
と
い
っ
た
介
護

支
援
専
門
員
に
対
す
る
課
題
も

指
摘
さ
れ
、
介
護
支
援
専
門
員

の
資
質
向
上
及
び
、
自
立
支
援

に
資
す
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

が
実
践
で
き
る
よ
う
に
な
る
た

め
の
環
境
整
備
が
求
め
ら
れ
て

き
た
。「
介
護
支
援
専
門
員
の

資
質
向
上
と
今
後
の
あ
り
方
に

関
す
る
検
討
会
」
は
、
そ
の
よ

う
な
課
題
を
受
け
て
開
催
さ
れ

た
も
の
で
、
今
回
の
受
験
資
格

改
定
は
、
介
護
支
援
専
門
員
の

質
の
向
上
に
資
す
る
目
的
で
行

わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

【
見
直
し
の
内
容
】

　
こ
れ
ま
で
、
介
護
支
援
専
門

員
の
受
験
資
格
は
、
保
健
・
医

療
・
福
祉
に
係
る
法
定
資
格
保

有
者
、
相
談
援
助
業
務
者
及
び

介
護
等
業
務
従
事
者
に
認
め
ら

れ
て
き
た
が
、
こ
の
見
直
し
に

よ
り
介
護
等
業
務
及
び
一
部
の

相
談
援
助
業
務
が
受
験
資
格
対

象
外
と
な
っ
た
（
図
１
参
照
）。

【
介
護
支
援
専
門
員
に
求
め
ら

れ
る
専
門
性
】

　
現
在
、
国
の
動
向
と
し
て
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
深

化
さ
せ
、
高
齢
者
・
障
害
者
・

子
ど
も
な
ど
全
て
の
地
域
の

人
々
が
支
え
あ
う
「
地
域
共
生

社
会
」
の
推
進
が
揚
げ
ら
れ
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
多
職

種
連
携
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

　
こ
の
よ
う
な
多
職
種
連
携
に

よ
る
ケ
ア
が
推
進
さ
れ
て
い
く

中
で
、
介
護
支
援
専
門
員
に
は
、

介
護
保
険
制
度
の
み
な
ら
ず
、

医
療
・
保
健
・
福
祉
に
関
す
る

幅
広
い
知
識
や
技
術
を
用
い
て
、

利
用
者
の
自
立
支
援
に
資
す
る

た
め
の
専
門
職
と
し
て
の
役
割

に
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
受
験
資
格
の
改
定
に
よ
り
、

さ
ら
に
狭
き
門
と
な
っ
た
介
護

支
援
専
門
員
だ
が
、
期
待
さ
れ

た
役
割
は
多
く
、
今
後
も
人
材

確
保
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
県
社
協
・
福
祉
人
材
研
修
セ

ン
タ
ー
で
は
、
試
験
運
営
や
、

試
験
対
策
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
を
通
し
て
、
介
護
支
援

専
門
員
の
人
材
確
保
を
図
っ
て

い
く
。

※

注
釈
　
図
１
：
受
験
資
格
変
更
点

介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受

講
試
験
で
問
わ
れ
る
各
分
野
の

専
門
家
に
よ
る
講
義
や
模
擬
試

験
を
通
し
て
試
験
の
通
過
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
。

【
日
程
】

７
月
〜
８
月
の
土
・
日
で
計
５

回
開
催

【
申
込
期
間
】

６
月
１
日
〜
７
月
６
日

※

当
日
消
印
有
効

【
試
験
・
試
験
対
策
セ
ミ
ナ
ー

に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先
】

福
祉
人
材
研
修
セ
ン
タ
ー

（
ケ
ア
マ
ネ
試
験
担
当
）

☎
０
９
８
ー
８
８
２
ー
５
７
０
３

今
年
度
の
試
験
日
程
及
び
申
込

期
間
は
次
の
と
お
り
。

【
試
験
日
】

10
月
14
日
（
日
）

【
申
込
期
間
・
受
験
の
手
引
き

頒
布
期
間
】

６
月
１
日
〜
７
月
６
日

※

当
日
消
印
有
効

介
護
支
援
専
門
員
に

求
め
ら
れ
る
専
門
性

（
水
）

（
水
）

対
象
：
一
般
県
民
・
介
護
従
事
者
向
け

介
護
実
習
・
普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
福
祉

用
具
展
示
場
が
あ
り
ま
す
。
多
数
の
福

祉
用
具
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ぜ

ひ
一
度
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

沖
縄
県
介
護
実
習・普
及
セ
ン
タ
ー
っ
て
、

こ
ん
な
と
こ
ろ

※

詳
し
い
内
容
は
コ
チ
ラ

沖
縄
県
介
護
実
習
・
普
及
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ：
０
９
８―

８
８
２―

１
４
８
４

Ｆ
Ａ
Ｘ：
０
９
８―

８
８
２―

１
４
８
６

▲芸能の夕べ

平
成
30
年
度

沖
縄
県
社
協・共
募 

職
員
人
事
異
動

御  

礼

社
会
福
祉
活
動
資
金
づ
く
り

第
44
回
芸
能
の
夕
べ
開
催

第
８
回
福
祉
機
器
展

介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験

の
お
知
ら
せ

見直し前（平成29年度まで）

Ⅰ.法定資格（介護福祉士・看護師等）

Ⅱ.相談援助業務（生活相談員・現業員等）

Ⅰ.法定資格（介護福祉士・看護師等）

Ⅱ.相談援助業務（入居施設の生活相談員等※）

Ⅲ.介護等業務（無資格・介護職員初任者研修課程終了者等） Ⅲ.介護等業務（介護職員初任者研修等）

Ⅱ-2.相談援助業務（通所施設の生活相談員、現業員等）

見直し後（平成30年度から）

受験資格から除外
（破線部分）

受験資格対象
（実線部分）

 

定
期
講
座
の
ご
案
内

出
張
講
座
の
ご
案
内

イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内 

試
験
対
策
セ
ミ
ナ
ー

介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講
試
験 

受
験
資
格
の
改
定



 ※

こ
ち
ら
か
ら
出
向
い
て
行
い
ま
す

☆
ら
く
ら
く
介
護
講
座

対
象
：
一
般
県
民
向
け

☆
出
張
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座

対
象
：
介
護
従
事
者
向
け

　　
国
内
約
50
以
上
の
メ
ー
カ
ー
が
出
展
す

る
福
祉
機
器
展
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
い

ろ
い
ろ
な
福
祉
用
具
や
新
商
品
の
出
展
も

数
多
く
、「
見
て
」「
触
れ
て
」「
体
験
」
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

　
同
時
に
さ
ま
ざ
ま
な
研
修
会
も
行
い
ま

す
。
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

本
年
度
は
７
／
６（
金
）・
７（
土
）の

２
日
間
の
開
催
予
定
で
す

　
県
社
協
で
は
、
３
月
11
日
に
沖
縄
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
劇
場
棟
に
て

「
第
44
回
芸
能
の
夕
べ
」
を
開
催
し
た
。

　
本
公
演
は
、
沖
縄
新
進
芸
能
家
協
会
、

都
山
流
尺
八
沖
縄
県
支
部
、
西
川
流
沖

縄
県
支
部
、
生
田
流
筝
曲
沖
縄
筑
紫
会

か
ら
約
２
５
０
名
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

出
演
さ
れ
、琉
球
舞
踊
や
日
本
舞
踊
、
筝

曲
及
び
尺
八
の
演
奏
を
披
露
し
た
。

　
演
奏
者
１
０
９
名
に
よ
る
壮
大
な
琉
球

筝
曲
合
奏
と
古
典
音
楽
斉
唱
が
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
を
飾
り
、以
下
15
演
目
が
行
わ
れ

来
場
者
５
７
３
名
を
楽
し
ま
せ
た
。

　
ま
た
、
本
公
演
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、

県
内
の
企
業
・
団
体
へ
チ
ケ
ッ
ト
購
入

に
つ
い
て

協
力
を
求

め
た
と
こ

ろ
、２
０
６

の
企
業
・

団
体
か
ら

御
協
力
い

た
だ
い
た
。

　
本
公
演
の
収
益
金
は
、
全
額
社
会
福

祉
活
動
資
金
や
県
内
の
福
祉
団
体
へ
の

活
動
助
成
金
等
と
し
て
有
効
に
活
用
さ

れ
る
。

　
　

　『
第
44
回
芸
能
の
夕
べ
』
に
御
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
出
演
団
体
を
は
じ
め
、

協
賛
を
い
た
だ
い
た
企
業
や
関
係
者
の

皆
様
、
そ
し
て
御
来
場
い
た
だ
き
ま
し

た
皆
様
へ
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

１
．
沖
縄
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
昇 

任
　

大
城
千
尋
＝
施
設
団
体
福
祉
部
主
査
、

宮
平 

英
樹
＝
福
祉
人
材
研
修
セ
ン
タ
ー

主
任
、
新
垣 

安
大
＝
福
祉
人
材
研
修
セ

ン
タ
ー
主
任
、
大
城 

利
公
＝
地
域
福
祉

部
主
任

　
異 

動
　

伊
良
皆 

和
弘
＝
総
務
企
画
部
副
部
長
、

儀
間
健
一
郎
＝
地
域
福
祉
部
副
部
長
、

根
路
銘 

夕
貴
＝
地
域
福
祉
部
主
事
、
宮

里 

尚
弥
＝
施
設
団
体
福
祉
部
主
事
、
松

島 

千
佳
＝
民
生
部
主
任
、
新
垣 

圭
子
＝

福
祉
人
材
研
修
セ
ン
タ
ー
副
所
長
、
高

橋 

宏
明
＝
福
祉
人
材
研
修
セ
ン
タ
ー
主

査
、
外
間 

沙
季
＝
福
祉
人
材
研
修
セ
ン

タ
ー
主
任

２
．
沖
縄
県
共
同
募
金
会

　
昇 

任
　

川
満 

大
＝
沖
縄
県
共
同
募
金
会
主
査

 ※

沖
縄
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催

☆
は
じ
め
て
の
介
護
講
座
（
前
期
・
後
期
）

日
程
：（
前
期
）５
／
２（
水
）〜
５
／
16（
水
）

日
程
：（
後
期
）12
／
５（
水
）〜
12
／
19（
水
）

対
象
：
一
般
県
民
向
け

※

す
べ
て
受
講
で
き
る
方
が
対
象

☆
テ
ー
マ
別
介
護
講
座

日
程
：
５
／
23
（
水
）・
５
／
30
（
水
）

　
　
　
６
／
６
（
水
）

　
　
　
11
／
14
（
水
）・
11
／
21
（
水
）

　
　
　
11
／
28
（
水
）

対
象
：
一
般
県
民
・
介
護
従
事
者
向
け

☆
お
試
し
！
ミ
ニ
講
座

日
程
：
４
／
24
（
火
）・
６
／
26
（
火
）

　
　
　
８
／
21
（
火
）・
10
／
23
（
火
）

　
　
　
12
／
25
（
火
）

対
象
：
一
般
県
民
向
け

☆
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座

日
程
：
８
／
１
（
水
）・
８
／
８
（
水
）

　
　
　
８
／
15
（
水
）・
８
／
22
（
水
）

対
象
：
介
護
従
事
者
向
け

※

す
べ
て
受
講
で
き
る
方
が
対
象

※

１
事
業
所
に
つ
き
１
名
ま
で
。
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高
齢
者
や
障
が
い
者
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
自
立
し
た
在
宅
生
活
を
送
る
こ

と
が
出
来
る
よ
う
支
援
す
る
機
関
で
す
。

　
各
種
講
座
及
び
研
修
会
の
開
催
な
ど
介
護
力
の
サ
ポ
ー
ト
や
普
及
活
動
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
県
社
協
・
福
祉
人
材
研
修
セ

ン
タ
ー
で
は
、
県
か
ら
指
定
を

受
け
介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
）
の
資
格
取
得
の

要
件
と
な
る
介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験
を
実
施
し

て
い
る
が
、
そ
の
受
験
資
格
が
、

今
年
度
大
き
く
変
わ
る
。

　
平
成
24
年
に
厚
生
労
働
省
で

開
催
さ
れ
た
「
介
護
支
援
専
門

員
の
資
質
向
上
と
今
後
の
あ
り

方
に
関
す
る
検
討
会
」
の
中
で
、

介
護
支
援
専
門
員
の
資
質
向
上

に
向
け
た
議
論
が
な
さ
れ
、
そ

の
意
見
を
基
に
平
成
27
年
度
か

ら
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修

受
講
試
験
の
受
験
資
格
の
見
直

し
が
行
わ
れ
た
。
受
験
資
格
の

改
定
は
、
３
年
間
の
猶
予
期
間

を
経
て
、
今
年
度
の
試
験
か
ら

導
入
さ
れ
る
。

【
受
験
資
格
改
定
の
経
緯
】

　
介
護
支
援
専
門
員
は
、
介
護

保
険
制
度
下
に
お
い
て
、
利
用

者
が
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営

む
の
に
必
要
な
援
助
に
関
す
る

専
門
的
知
識
を
有
す
る
も
の
と

し
て
、
重
要
な
専
門
職
で
あ
る
。

ま
た
、
高
齢
者
に
対
し
住
み
慣

れ
た
地
域
の
も
と
で
、
多
職
種

連
携
に
よ
る
医
療
・
介
護
・
予

防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
く
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
一
翼
と
し
て
、
能
力

発
揮
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
一
方
で
、
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
以
外
の
職
種
連
携
が

十
分
に
機
能
し
て
い
な
い
、
介

護
保
険
の
理
念
で
あ
る
「
自
立

支
援
」
の
考
え
が
十
分
に
共
有

さ
れ
て
い
な
い
と
い
っ
た
介
護

支
援
専
門
員
に
対
す
る
課
題
も

指
摘
さ
れ
、
介
護
支
援
専
門
員

の
資
質
向
上
及
び
、
自
立
支
援

に
資
す
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

が
実
践
で
き
る
よ
う
に
な
る
た

め
の
環
境
整
備
が
求
め
ら
れ
て

き
た
。「
介
護
支
援
専
門
員
の

資
質
向
上
と
今
後
の
あ
り
方
に

関
す
る
検
討
会
」
は
、
そ
の
よ

う
な
課
題
を
受
け
て
開
催
さ
れ

た
も
の
で
、
今
回
の
受
験
資
格

改
定
は
、
介
護
支
援
専
門
員
の

質
の
向
上
に
資
す
る
目
的
で
行

わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

【
見
直
し
の
内
容
】

　
こ
れ
ま
で
、
介
護
支
援
専
門

員
の
受
験
資
格
は
、
保
健
・
医

療
・
福
祉
に
係
る
法
定
資
格
保

有
者
、
相
談
援
助
業
務
者
及
び

介
護
等
業
務
従
事
者
に
認
め
ら

れ
て
き
た
が
、
こ
の
見
直
し
に

よ
り
介
護
等
業
務
及
び
一
部
の

相
談
援
助
業
務
が
受
験
資
格
対

象
外
と
な
っ
た
（
図
１
参
照
）。

【
介
護
支
援
専
門
員
に
求
め
ら

れ
る
専
門
性
】

　
現
在
、
国
の
動
向
と
し
て
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
深

化
さ
せ
、
高
齢
者
・
障
害
者
・

子
ど
も
な
ど
全
て
の
地
域
の

人
々
が
支
え
あ
う
「
地
域
共
生

社
会
」
の
推
進
が
揚
げ
ら
れ
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
多
職

種
連
携
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

　
こ
の
よ
う
な
多
職
種
連
携
に

よ
る
ケ
ア
が
推
進
さ
れ
て
い
く

中
で
、
介
護
支
援
専
門
員
に
は
、

介
護
保
険
制
度
の
み
な
ら
ず
、

医
療
・
保
健
・
福
祉
に
関
す
る

幅
広
い
知
識
や
技
術
を
用
い
て
、

利
用
者
の
自
立
支
援
に
資
す
る

た
め
の
専
門
職
と
し
て
の
役
割

に
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
受
験
資
格
の
改
定
に
よ
り
、

さ
ら
に
狭
き
門
と
な
っ
た
介
護

支
援
専
門
員
だ
が
、
期
待
さ
れ

た
役
割
は
多
く
、
今
後
も
人
材

確
保
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
県
社
協
・
福
祉
人
材
研
修
セ

ン
タ
ー
で
は
、
試
験
運
営
や
、

試
験
対
策
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
を
通
し
て
、
介
護
支
援

専
門
員
の
人
材
確
保
を
図
っ
て

い
く
。

※

注
釈
　
図
１
：
受
験
資
格
変
更
点

介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受

講
試
験
で
問
わ
れ
る
各
分
野
の

専
門
家
に
よ
る
講
義
や
模
擬
試

験
を
通
し
て
試
験
の
通
過
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
。

【
日
程
】

７
月
〜
８
月
の
土
・
日
で
計
５

回
開
催

【
申
込
期
間
】

６
月
１
日
〜
７
月
６
日

※

当
日
消
印
有
効

【
試
験
・
試
験
対
策
セ
ミ
ナ
ー

に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先
】

福
祉
人
材
研
修
セ
ン
タ
ー

（
ケ
ア
マ
ネ
試
験
担
当
）

☎
０
９
８
ー
８
８
２
ー
５
７
０
３

今
年
度
の
試
験
日
程
及
び
申
込

期
間
は
次
の
と
お
り
。

【
試
験
日
】

10
月
14
日
（
日
）

【
申
込
期
間
・
受
験
の
手
引
き

頒
布
期
間
】

６
月
１
日
〜
７
月
６
日

※

当
日
消
印
有
効

介
護
支
援
専
門
員
に

求
め
ら
れ
る
専
門
性

（
水
）

（
水
）

対
象
：
一
般
県
民
・
介
護
従
事
者
向
け

介
護
実
習
・
普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
福
祉

用
具
展
示
場
が
あ
り
ま
す
。
多
数
の
福

祉
用
具
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ぜ

ひ
一
度
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

沖
縄
県
介
護
実
習・普
及
セ
ン
タ
ー
っ
て
、

こ
ん
な
と
こ
ろ

※

詳
し
い
内
容
は
コ
チ
ラ

沖
縄
県
介
護
実
習
・
普
及
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ：
０
９
８―

８
８
２―

１
４
８
４

Ｆ
Ａ
Ｘ：
０
９
８―

８
８
２―

１
４
８
６

▲芸能の夕べ

平
成
30
年
度

沖
縄
県
社
協・共
募 

職
員
人
事
異
動

御  

礼

社
会
福
祉
活
動
資
金
づ
く
り

第
44
回
芸
能
の
夕
べ
開
催

第
８
回
福
祉
機
器
展

介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験

の
お
知
ら
せ

見直し前（平成29年度まで）

Ⅰ.法定資格（介護福祉士・看護師等）

Ⅱ.相談援助業務（生活相談員・現業員等）

Ⅰ.法定資格（介護福祉士・看護師等）

Ⅱ.相談援助業務（入居施設の生活相談員等※）

Ⅲ.介護等業務（無資格・介護職員初任者研修課程終了者等） Ⅲ.介護等業務（介護職員初任者研修等）

Ⅱ-2.相談援助業務（通所施設の生活相談員、現業員等）

見直し後（平成30年度から）

受験資格から除外
（破線部分）

受験資格対象
（実線部分）

 

定
期
講
座
の
ご
案
内

出
張
講
座
の
ご
案
内

イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内 

試
験
対
策
セ
ミ
ナ
ー

介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講
試
験 

受
験
資
格
の
改
定
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那
覇
市
在
住
の
伊
禮
廣
行
さ
ん

（
68
歳
）
は
、
定
年
退
職
後
、
以
前

か
ら
興
味
の
あ
っ
た
水
彩
画
教
室

に
通
い
始
め
た
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
沖
縄
の
赤
瓦
屋

根
や
風
景
を
描
い
て
き
た
が
、
動

き
の
あ
る
も
の
を
描
き
た
く
な
り
、

今
回
の
作
品
を
手
掛
け
た
と
の
こ

と
。「
ハ
ー
レ
ー
は
、
漕
ぎ
手
の
筋

肉
や
波
の
飛
沫
に
よ
っ
て
動
き
を

表
現
し
や
す
い
題
材
で
、
魅
力
的

だ
っ
た
」
と
話
す
。

　
ま
た
伊
禮
さ
ん
は
、
多
く
の
趣

味
を
楽
し
ん
で
お
り
、
自
宅
の
庭

先
で
園
芸
や
孫
の
た
め
に
手
作
り

の
ブ
ラ
ン
コ
を
作
製
す
る
な
ど

ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
意
欲
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
自
転
車

競
技
で
あ
る
ツ
ー
ル
ド
沖
縄
に
も

出
場
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。

　
こ
の
よ
う
に
多
彩
に
趣
味
を
楽

し
む
様
子
が
今
回
の
作
品
か
ら
も

感
じ
ら
れ
、
い
く
つ
に
な
っ
て
も

好
き
な
こ
と
に
全
力
で
パ
ワ
ー
を

注
ぎ
、
日
々
躍
進
し
て
い
く
姿
に

元
気
を
い
た
だ
い
た
。

作成者  伊禮 廣行  さん
作品名：「ハーレー」

Vol.179

「福祉情報おきなわ」の作成経費の一部として、共同募金配分金を活用しております。

2

8

4

10

12

特集「チームリーダーキャリアアップ研修会」

沖縄県社会福祉協議会

平成30年度　事業計画・資金収支予算

沖縄県共同募金会

平成30年度　事業計画・資金収支予算

地域の人々 が明るいネットワークを

　　　　築き合う社会を目指して　他

かりゆし長寿大学校　入学式（報告）他

社会福祉法人の地域における公益的な取組

～相談対応職員研修会～（報告）他

第44回芸能の夕べ（報告）、人事異動

福祉機器展・講座の案内　他

介護支援専門員実務研修受講試験受験

資格の改定について

インフォメーション、寄付者芳名、

表紙の絵

13

14

15

16

作品名：「ハーレー」（第9回沖縄ねんりんピックかりゆし美術展　洋画の部　銀賞）
作成者：伊禮 廣行さん（那覇市）

目
次

寄
付
・
寄
贈
者
芳
名

　
御
寄
付
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
日
本
生
命
労
働
組
合
那
覇
支
部 

様

●
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
沖
縄
支
店 

様

●
名
幸 

諄
子 

様

●
那
覇
情
報
シ
ス
テ
ム
専
門
学
校
学
園
祭

実
行
委
員
会 

様

●
公
益
社
団
法
人 

那
覇
法
人
会 

女
性
部

会 

様

●
株
式
会
社First Line 

様

●
住
友
生
命
保
険
相
互
会
社
沖
縄
支
社 

様

●
一
般
財
団
法
人
那
覇
市
垣
花
奉
頌
会 

様

●
20
周
年
記
念
芸
能
チ
ャ
リ
テ
ィ
公
演
実

行
委
員
階 

様

表紙の作品

寄
付
・
寄
贈
者
芳
名

（
２
月
１
日
〜
３
月
31
日
）

　八重山民謡の大御所、山里勇吉
先生におかれましては、2月9日、
94歳にて永眠につかれました。
　山里先生は、八重山民謡の第一
人者として活躍する一方、60歳
からチャリティ協力をはじめ、沖
縄県社協 社会福祉活動資金づく
り「芸能チャリティ公演」をはじ
め33年間にわたって御尽力いた
だきました。公演の収益金は全額
福祉活動に御寄付いただき、金額
は累計6千8百万円余に上ります。
　こうした功績が称えられ、平成
17年には沖縄県功労者表彰（一
般篤行）を受章されました。
　ここに、生前の御厚意に心より
感謝申し上げるとともに、謹んで
哀悼の誠を捧げます。

　今
年
度
最
初
の
発
行
で
す
！

　新
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た

が
、焦
ら
ず
自
分
の
ペ
ー
ス
で

頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
　

※

本
会
の
寄
付
に
つ
い
て
は
税
制
上
の

優
遇
措
置
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
詳
し
く

は
県
社
協
総
務
企
画
部
ま
で

編
集
後
記

▲平成25年贈呈式にて
　写真中央・右から４番目が山里氏

― チャリティ協力に 33 年 ―

Vol.179

　八重山民謡の大御所、山里勇吉

― チャリティ協力に 33 年 ―

山里勇吉先生を
偲んで

▲日本生命労働組合那覇支部
　【写真左から２番目】
　日本生命労働組合那覇支部 委員長 市木 倫和 様
　【左から１番目】同組合 書記長 中西 智哉 様
　【右から２番目】本会 常務理事 嘉陽 孝治
　【右から１番目】本会 事務局長 高良 正樹

▲NTT西日本沖縄支店
　【写真左から２番目】
　NTT 西日本沖縄支店 支店長 畔上 修一 様
　【左から１番目】同支店 総務部長 外山 輝彦 様
　【右から２番目】本会 会長 湧川 昌秀
　【右から１番目】本会 常務理事 嘉陽 孝治

▲那覇情報システム専門学校
　【写真左から】
　那覇情報システム専門学校 教務部 教務課 平良 道治 様
　同校 ビジネスライセンス科1年 中林 克人 様
　同上 奥平 龍斗 様、同上 渡久地 豊 様
　【写真右】本会 事務局長 高良正樹

▲那覇法人会女性部会
　【写真前列左から3番目】
　公益社団法人那覇法人会女性部会 部会長 鈴木 啓子 様
　公益社団法人那覇法人会女性部会の皆様
　【写真前列右から１番目】本会 総務企画部長 上間直子

▲住友生命保険相互会社沖縄支社
　【写真左から２番目】
　住友生命保険相互会社沖縄支社 支社長 小林 実 様
　【左から１番目】同社 総合マーケット推進部長 藤原 義典 様
　【右から２番目】本会 会長 湧川 昌秀
　【右から１番目】本会 常務理事 嘉陽孝治

▲一般財団法人那覇市垣花奉頌会
　【写真左から1番目】
　一般財団法人那覇市垣花奉頌会 比嘉 眞光 様
　【右から２番目】本会 会長 湧川昌秀

▲20周年記念芸能チャリティ公演実行委員会様
【前列左から4人目】西原 徳一様（20周年記念芸能チャリティ公演実行委員会　会長）
【前列右から4人目】名幸 諄子（20周年記念芸能チャリティ公演実行委員会　副会長）
【後列右から3人目】湧川 昌秀（本会会長）
【後列左から1人目】嘉陽 孝治（本会常務理事）
【後列右から1人目】高良 正樹（本会事務局長）


